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はじめに

1929 年 5 月 22 日、中国の奉天（中国側の正式名称は瀋陽）で奉天高等女学校チー

ム（日本人）と奉天女子師範学校チーム（中国人）によるインドアベースボール試合

がおこなわれた。4年生同士の試合は 44 対 22、5 年生同士の試合は 22 対 7 で、いず

れも奉天高女が勝った 1。

この試合はおそらく日本人と中国人の最初の女子野球戦という点で興味深いが、研

究史から見ても意義深い。というのも、従来の女子野球史研究では、日本の女子野球

は大正末年でいったん消滅したとされているからである 2。この定説を支持する人は、

奉天での試合を、帝国日本の周縁で偶発的に起きた例外として片付けてしまうかもし

れない。

大正末年に女子野球がほとんど見られなくなったのは事実だが、「消滅」したわけで

はない。昭和期の資料に女子野球の痕跡をたどることはそれほど難しいことではない。

1 『盛京時報』1929 年 5 月 24 日；『満洲日報』1929 年 5 月 25 日；『大連新聞』1929 年 6 月 5 日。
2 女子野球（戦後は除く）の専論にはおおよそ以下のものがある。桑原稲敏『女たちのプレーボー
ル：幻の女子プロ野球青春物語』風人社、1993 年；田中亮太郎「日本における女子野球に関す
る研究：女子野球誕生から女子プロ野球成立過程について」『芸術：大阪芸術大学紀要』18 号、
1995 年；花谷建次、入口豊、太田順康「女子「野球」に関する史的考察（II）：日本女子野球史」
『大阪教育大学紀要』第 IV部門、45 巻 5 号、1997 年 2 月；庄司節子「ルールからみた大正期
の女子野球普及についての検討」『日本体育学会大会号』1998 年 8 月；庄司節子「近代日本に
おける女性スポーツの創造：大正期の東海女学生キッツンボール大会への視線」（東海体育学
会編『創造とスポーツ科学』杏林書院、2011 年所収）；竹内通夫「わが国野球史の一側面：明治・
大正期の女子野球について」（篠田弘監修、井上知則、加藤詔士、高木靖文編『歴史のなかの
教師・子ども』福村出版、2000 年所収）；館慎吾「女子野球の歴史的考察と現状に関する課題
研究」修士論文、順天堂大学、2013 年。中国とフィリピンの女子野球に関する専論はない。
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また、内地だけでなく、外地や極東にまで視野を広げれば、容易に女子野球の姿を見

つけ出すことができる。そうであるなら、「消滅」を前提に語られてきた女子野球の歴

史を、違った形で語り直すことができるのではないか。これが本稿を「女子野球の歴

史を再考する」と題した所以である。

副題は、女子野球の歴史を再考するさいの三つの視点である。女子野球は日本だけ

でなく、時を前後して中国とフィリピンにも伝播した。言い換えれば、日本の女子野

球の歴史は、極東の女子野球の歴史の一部であった。しかしながら、女子野球はそれ

ぞれの地域で独自の展開を遂げる。本稿では、それぞれの地域におけるジェンダーの

あり方、ジェンダーとスポーツ（とりわけ野球）の関係が、女子野球の歴史の差異を

もたらしたのではないかと考える。

女子野球は自然に拡散伝播していったのではなく、YMCAのトランスナショナルな

ネットワークと、それを基礎として築き上げられた極東のスポーツ交流圏を通じて、

意図的に広められた。筆者はこれまで『帝国日本とスポーツ』などの研究で、日本の

スポーツを考えるうえで東アジア、あるいは極東という視点が重要であることを主張

してきた 3（もちろん、日本のスポーツのあらゆる側面をこのような視点から考察すべ

きだと主張するものではない）。女子野球は、極東の各地域の交流と多様性を浮かび上

がらせる絶好の素材であろうと考えている。

女子野球と一口にいっても、じつは異なるバリエーションがある。そのうち、極東

の各地に広まったのはインドアベースボールであった。一方、日本では軟式野球と呼

ばれる独自の野球が発達する。先行研究は、インドアベースボールと軟式野球について、

ボールの種類や大きさ、ルールといった形式面の違いを指摘するだけで、その差異が

持つ意味や両者の関係にあまり考慮を払ってこなかった。しかし、本稿で明らかにす

るように、ジェンダーという視点で見れば、両者の差異はその消滅／存続を分かつ決

定的な重要性を持っていた。

以下、第一章でフィリピン、第二章で中国のインドアベースボールの普及の過程を

概観する。第三章では、日本におけるゴムマリベースボール、インドアベースボール、

3 拙著『帝国日本とスポーツ』塙書房、2012 年；同「フィリピンカーニバルから極東オリンピッ
クへ：スポーツ・民主主義・ビジネス」『京都大学文学部研究紀要』56 号、2017 年 3 月。
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軟式野球の歴史を辿ったうえで、女子野球「消滅」の実態を考察し、「消滅」後の女子

野球の一端をかいま見る。第四章では満洲のインドアベースボールの展開を追い、奉

天高女と奉天女子師範のインドアベースボール試合の歴史的意義を論じる。おわりに

では、本稿の議論をジェンダーという視点から整理する。

第 1章　フィリピンのインドアベースボール

インドアベースボールは 1887 年、イリノイ州シカゴのジョージ・W・ハンコックが

考案したとされるスポーツである。通常の野球に比べて、大きめのボール、細めのバッ

トを用い、下手投げにすることで、ボールの飛距離を抑え、室内でも競技可能にした。

今日のソフトボールの源流の 1つである。野球に比べて危険が少なく、簡易であるこ

とから、女性の間にも広がった。シカゴでは 1900 年代初頭には屋外でもプレイされる

ようになっていた 4。

インドアベースボールをフィリピンにもたらしたのはYMCA体育主事エルウッド・S・

ブラウンである。ブラウンはイリノイ大学でバスケットボールのコーチをした経験が

あり、同地で始まったインドアベースボールのことをよく知っていた。後年のインタ

ビューで、ブラウンは 1911 年にマニラに赴任したさい、スーツケースのなかにバレー

ボールとインドアベースボール用のボールをしのばせていたと語っている 5。これはな

にもブラウンの独創ではない。アメリカプレイグラウンド協会の創設者の 1 人ヘン

リー・S・カーティスも 1912 年にバレーボールとインドアベースボールが将来国民の

娯楽となるだろうと語っている 6。

体育施設が不十分なフィリピンでは、インドアベースボールはつねに野外でおこな

われ、主として女子のスポーツとして普及した。1913 年にはカーニバル競技会（フィ

リピンの全国高校選手権大会）で女子インドアベースボールが初めて公開競技に採用

4 Terrence Cole, “‘A Purely American Game’: Indoor Baseball and the Origins of Softball,” The 

International Journal of the History of Sport, vol. 7, no. 2, September 1990.
5 “Meeting of the War Historical Bureau of the Young Men’s Christian Association,” January 5, 
1920, in Kautz Family YMCA Archives, University of Minnesota.

6 Terrence Cole, “‘A Purely American Game’.”
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され、マニラからサン・ニコラス、サンタ・クルス、シンガロン、リサール州からティ

パス、パシグの 5チームが参加した 7。慎み深いスペイン＝カトリック的な女性とは対

照的に、スポーツを楽しむ快活な女性はアメリカ＝プロテスタント的な女性のモデル

であった。こうして、女性スポーツの推進は、アメリカ植民地主義を正当化する役割

を果たしたのである 8。

ミンダナオ島ミサミス州にオロキエタという町がある。同地では 1913 年夏にインド

アベースボールが紹介されたが、最初はなかなか人々の注意を引くことができなかっ

た。そこで教師たちは町や村のフィエスタのさいに試合をおこない、賞を出すことで

人々の興味をかき立てようとした。やがてフィエスタの役員がプログラムに競技を加

えることを要請してくるようになり、ついにはそれがフィエスタの主要行事となり、

フィエスタの日程を試合の日程に合わせるほどになった。オロキエタの女子インドア

ベースボールチーム、ミサミス・オリエンタルはミサミス州代表の座を勝ち取り、

1915 年 2 月のカーニバル競技会に出場することになった。インドアベースボールは今

回から公式競技となっていた。町の人々は 700 ペソを集めてチームをマニラに送った。

少女らは地元の人々の熱意に応え、見事に優勝した 9。

その様子を見て感激した中国人がいる。伍廷芳である。元駐米公使で弁護士の伍は

国貨維持会会長として、中国製品をカーニバルの博覧会に出品するためマニラへ来て

いたのだった10。伍は1915年5月に上海で開催されることになっていた極東大会の会長

でもあった。伍はさっそくフィリピンアマチュア競技連盟に対して、インドアベース

ボールの選手を上海の極東大会に連れて来るよう要請した。伍はそれによって中国の

女子体育を振興し、強健な国民を産むことのできる強健な国民の母をつくろうとした

7 Regino R. Ylanan and Carmen W. Ylanan, The History and Development of Physical Education 

and Sports in the Philippines, s.n., c. 1965, p. 66. カーニバルについては拙稿「フィリピンカー
ニバルから極東オリンピックへ：スポーツ・民主主義・ビジネス」を参照。

8 シュテファン・ヒューブナー著、高嶋航、冨田幸祐訳『スポーツがつくったアジア：筋肉的キ
リスト教の世界的拡張と創造される近代アジア』一色出版、2017 年。学校の軍事訓練を通して
中国、フィリピン、日本の男性性、女性性を比較した拙稿「軍隊と社会のはざまで：日本・朝鮮・
中国・フィリピンの学校教練」（田中雅一編『軍隊の文化人類学』風響社、2015 年所収）も参照。

9 William H. Liesch, “Oroquieta District Athletics,” Philippine Education, vol. 7, no. 4, October 

1915.
10 丁賢俊、喩作鳳編『伍廷芳集』下冊、中華書局、1993 年、653-676 頁。
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のである 11。かくしてフィリピンの少女は極東大会に参加することになったのだが、ア

メリカ植民地主義下の（従属的）市民女性の代表であった彼女たちは、中国では植民

地主義と戦う（主体的）国民女性の代表とみなされたのである（極東大会は日本の 21

か条要求受諾の直後に開かれている）。

エルウッド・ブラウンはマニラのメイジックとティパスの 2チームを上海に連れて

行き、極東大会期間中にインドアベースボールの試合を披露した。中国女性への影響

について、『申報』は「その性質は遊戯に属するが、女性界にこれを見せれば、その尚

武精神を十分刺激することができる」と記している 12。その後、インドアベースボール

チームは各地で試合をしながら北上し、北京では袁世凱の接見も受け、さらに奉天、

ハルビンまで足を伸ばしたという 13。ブラウンは何千もの中国の女学生が試合を見たと

述べている。実際にフィリピンアマチュア競技連盟のハンドブックにはインドアベー

スボールの試合を見るために会場に入ろうとする中国人女学生の一群を撮った写真が

掲載されている 14。

その後もフィリピンではインドアベースボールの普及が進んだ。その模様はスポル

ディング社発行のインドアベースボールの公式ガイドでも取り上げられ、一例として

マニラの二つの小学校の女生徒チームが試合をしたときに 2,700 人の観客が集まった

ことが紹介されている 15。1915 年秋の報告書でエルウッド・ブラウンは、教育局管轄下

の学校で 29,000 人の少女がインドアベースボールのチームに所属していると記してい

る16。また、1916年の教育局の報告書によれば、135,000人の女生徒がインドアベースボー

11 『申報』1915 年 5 月 7 日；「菲律賓之少女棒球隊」『進歩雑誌』第 8巻第 3号、1915 年 7 月。
12 『申報』1915 年 5 月 21 日。
13 “Meeting of the War Historical Bureau of the Young Men’s Christian Association,” in Armed 

Services; World War I. Box. 23, Kautz Family YMCA. Archives, University of Minnesota, pp. 

14-17; Alfredo B. Saulo, Let George Do It: A Biography of Jorge B. Vargas, Quezon City: 

University of the Philippine Press, 1992, p. 230.
14 The Philippine Amateur Athletic Federation, Official Rule and Handbook 1915-1916, A. 

Roensch, s. n., c. 1915, p. 220.
15 A. T. Greeley, Official Indoor Base Ball Guide Containing the Constitution, By-Laws and 

Playing Rules of the National Indoor Base Ball Association of the United States, American 

Sports Pub. Co., 1917, p. 39.
16 E. S. Brown, “Annual Report for the Year Ending September 30, 1915,” in the Philippine Box 5, 

Kautz Family YMCA Archives, University of Minnesota.
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ルをしていたという 17。カーニバル競技会の女子インドアベースボールは、一時の断絶

を挟みながらも、戦前最後となる 1941 年のカーニバル競技会まで続けられた。なお、

この最後の大会でインドアベースボールはソフトボールに変更された 18。

1921 年の極東大会開催中に開かれた極東体育協会総会でフィリピン代表のカミロ・

オシアスは次回大会に女子のテニスとインドアベースボールを公開競技として加える

ことを提案したが 19、その背景にはフィリピンにおける女子インドアベースボールの発

展があった。しかしながら、インドアベースボールは採用に至らず、テニス、バレーボー

ル、水泳が公開競技として採用された。インドアベースボールが採用されなかったのは、

中国と日本でまだ十分に普及していなかったからである。次に中国の状況を見てみよ

う。

第 2章　中国のインドアベースボール

フィリピンの少女たちによるインドアベースボールを見た中国の女性は、即座にス

ポーツに取り組んだわけではない。中国では女子体育すら 20 世紀に入ってようやく始

まったばかりであり、1915 年時点で女子の競技スポーツは存在しなかった。翌 1916

年 11 月、揚州で開催された江蘇省立学校連合運動会で上海の愛国女学がバスケット

ボールを実演したのを皮切りに、女子のスポーツ競技会が広まっていく20。1917年には、

中国女青年会（YWCA）体育師範学校、務本女学、蘇州の蘇蘇女学などでインドアベー

スボールがおこなわれ、1918 年 4 月の江蘇省立学校連合運動会で競志女学がインドア

ベースボールを披露した 21。中国女青年会体育師範学校の卒業生王仏蔓は、赴任先の長

沙周南女校にインドアベースボールを伝えた。1918 年 11 月に開かれた同校の運動会

17 “Meeting of the War Historical Bureau of the Young Men’s Christian Association,” p. 14. 1 年間に
10 倍というのは考えにくいので、どちらかの数字に誤りがあるのかもしれない。

18 Regino R. Ylanan and Carmen W. Ylanan, The History and Development of Physical Education 

and Sports in the Philippines, pp. 66-67, 237-238.
19 The Manila Times, October 25, 1922.
20 『申報』1916 年 11 月 5 日。
21 『申報』1917 年 11 月 11 日、12 月 16 日、1918 年 4 月 27 日。
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では塁球（インドアベースボール）が実施されている 22。1919 年までに上海の愛国女学、

広州の女子体育学校などでもインドアベースボールが始まった 23。

インドアベースボールは当時の中国で決して人気のあるスポーツではなかったが、

各地の YMCAでは早い時期からその存在を確認できる。たとえば、1913 年春に香港

YMCAが建設した学生宿舎には、インドアベースボールができるスペースが確保され

ていた 24。杭州 YMCAのユージーン・E・バーネットの 1915 年秋の報告によれば、上海

YMCAのジョン・H・クロッカーと郝伯陽が杭州駐在の軍隊にインドアベースボール

をはじめとする西洋スポーツを紹介した 25。上海 YMCAでは、同年 11 月 22 日の午後に

インドアベースボールが少年部の活動の一環としておこなわれているのを確認でき

る 26。中国の YMCAは 1921 年の 1年間に 46 頁からなる Official Rules for Indoor Base 

Ballを 500 部印刷したが、1923 年にはその数が 2倍に増えている 27。同年 12 月に呉邦

偉がこれを訳し、「戸内塁球」と題して『体育季刊』に連載した 28。その主たるターゲッ

トは女性で、女学生のインドアベースボールを大いに促進したと考えられる。それが

証拠に、1924年5月に武漢で開催された第3回全国運動会では、女子インドアベースボー

ルが公開競技に採用されている。ただし、このとき参加したのは上海の滬江女子体育

専科学校と両江女子体育師範学校の 2校だけで、滬江が 46 対 12 のスコアで両江を破

22 長沙『大公報』1918 年 11 月 28 日。
23 『申報』1919 年 4 月 12、27 日。
24 J. L. McPherson, “Annual Report for the Year Ending September 30, 1913,”（陳肅、達格瑪・蓋茨
（Dagmar Getz）、大衛・克労森（David Klaassen）整理、趙炬明審校『美国明尼蘇達大学図書
館蔵基督教男青年会 案：中国年度報告（1896-1949）：附国際幹事小伝及会所小史』全 20 巻、
広西師範大学出版社、2012 年（以下、『中国年度報告』）5巻、469 頁）; Frank M. Mohler, “Annual 

Report for the Year Ending September 30, 1913,”（『中国年度報告』5巻、474 頁）.
25 E. E. Barnett, “Annual Report for Year Ending September 30, 1915,”（『中国年度報告』8巻、8頁）; 

Eugene E. Barnett, My Life in China, 1910-1936, Asian Studies Center, Michigan State 

University, 1990, p. 89.
26 J. C. Clark, “Annual Report for the Year Ending September 30, 1916,”（『中国年度報告』9巻、
507 頁）.

27 C. W. Pettit, “Annual Statistical Report for the Year Ending December 31, 1921,”（『中国年度報告』
17 巻、249 頁）; P. R. Tomlinson, “Annual Statistical Report for the Year Ending December 31, 
1923,”（『中国年度報告』18 巻、370 頁）.

28 呉邦偉「戸内塁球」『体育季刊』2巻 3、4号、3巻 1、3号、1923 年 2 月 -1924 年 9 月。
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り優勝している 29。1925年 3月に広州で開かれた第9回広東全省運動会では真光、培正、

培道、女子師範の 4校が参加している 30。

華北に目を向けると、1928 年に東北大学南校に塁球隊が成立、男子 30 人あまり、女

子 20 人あまりが参加し、4つのチームが作られた 31。また北京の燕京大学でも、1929 年

には女子棒球隊が結成されていた 32。1929 年 5 月に奉天で開かれた第 14 回華北運動会

では女子インドアベースボールの試合がおこなわれている 33。冒頭に掲げた奉天高女と

女子師範のインドアベースボール試合は、じつはこの華北運動会の直前に開催された

ものである。

1933 年 7 月に青島で開催された第 17 回華北運動会では、女子インドアベースボー

ルに山東、北平、青島、河南、河北の代表チームが参加、北平が優勝した。その 3か

月後に南京で開かれた第 5回全国運動会で女子インドアベースボールはついに正式競

技に採用される。参加は 8チーム、河北、北平、河南、南京、江蘇、上海、広東とほ

ぼ全国から代表が集まり（香港と湖南は棄権）、広東が上海との激戦を 11 対 10 で制し

て初の王座に輝いた 34。一方、男子の野球は参加 6チーム（河北、北平、上海、湖南、

広東、香港。湖北は棄権）でやはり広東が優勝した 35。全国運動会への参加チーム数が

物語るように、中国では野球は男女を通じておこなわれており、日本のように男性性

と強く結びつくスポーツではなかった。

第 3章　日本の女子野球

第 1節　ゴムマリベースボールの出現

フィリピンでは野球が伝わって 10 年も経たずにインドアベースボールが紹介され

29 『申報』1924 年 5 月 26 日。
30 『申報』1925 年 3 月 26、30 日、4月 3日。
31 如「女生練習棒球」『東北大学週刊』56 期、1928 年；楽生「南校塁球隊成立」『東北大学週刊』
57 期、1928 年。

32 林悦明「燕大女子棒球隊」『図画時報』571 期、1929 年。
33 魏守忠「高級女子棒球比賽」『図画時報』569 期、1929 年。
34 張振美、呉振芳、韓宏珠、司徒璧双『中国塁球運動史』武漢出版社、1990 年、12-14 頁。
35 陳湿明、梁友徳、杜克和『中国棒球運動史』武漢出版社、1990 年、27 頁。
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た。一方、日本では 1870 年代に野球が伝わったあと、インドアベースボールが紹介さ

れるまで 40 年以上の時差があった。この間、野球熱は女性にも広がり、女性向けの野

球が各地で考案された。

日本女子大学の体操教師白井規矩郎は、当時としては目新しいハンドボールやバス

ケットボールなどいくつかの競技を取り入れたが、そのなかに「女子ベースボール」

なるものがあった。「女子ベースボール」は、塁の配置が 5角形をしていたことからわ

かるように、イギリスのラウンダーズをモデルとしていた。白井はラウンダーズに独

自の改良を加え、女子に適した競技にしたのである。1902 年春の運動会で女子ベース

ボールが披露されたが、その後は運動会から姿を消したという 36。

女子ベースボールが姿を消したとされる日本女子大学だが、1915 年の新聞記事から、

バスケットボール、キャプテンボールなどとともに、「ベースボールと同じ方法」で「イ

ンドーアベースボール」の 1種であるバットボールがおこなわれていたことが確認で

きる 37。さらにこの記事によれば、日本女子大学では木内女史が帰朝してから「新しい

学校的舞踏」を始めたという。木内愛は 1907 年に日本女子大学英文学部を卒業し、オー

バリン大学で体育専修科を修了、ハーバード大学の夏期講座体育を履修し、1912 年に

帰国した 38。とするなら、バットボールは白井の考案した女子ベースボールの発展形で

はなく、木内がアメリカから直輸入した可能性が高い。いまのところ、このバットボー

ルがどれほどの期間おこなわれたのか、学外にどれほどの影響を与えたかはわからな

いが、その後言及されることがないことを考慮すると、短期間で消滅し、学外への影

響もほとんどなかったと推測される。

1902 年 7 月、すなわち白井が女子ベースボールを考案したのとほぼ時を同じくして、

京都市第一高等小学校でも野球を女子向けに改良する試みが始まっていた。ゴムマリ

をテニス用ラケットで打つという発想は、白井の女子ベースボールと共通するが、こ

36 馬場哲雄、石川悦子「日本女子大学の体育発展に貢献した人々（5）：初代体育教師、白井規矩
郎について　その 4」『日本女子大学紀要　家政学部』37 号、1996 年；『読売新聞』1902 年 3
月 31 日。

37 『東京朝日新聞』1915 年 4 月 18 日。
38 島田法子「日本女子大学創設とアメリカ：成瀬仁蔵と教え子たちのアメリカ留学を中心に」『日
本女子大学英米文学研究』45 巻、2010 年 3 月。
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ちらは 4角形のダイヤモンドを採用しており、野球を改良したものであることは間違

いない。1年近く経って、児童たちが自発的に取り組むようになり、1911 年までに校

技と見做されるほど盛んになっていた 39。

そもそも京都では、明治末から大正初めにかけて、男子小学生が野球遊びに熱中し、

軟式テニス用の赤 Mボールやスポンジボールを使って、小学校対抗大会が開かれてい

た。赤 Mボールは投げづらく、スポンジボールはすぐに割れてしまうなど、ボールを

めぐるトラブルが絶えなかったことから、京都市第一高等小学校教諭の糸井浅次郎を

中心に、京都市の小学校教諭や文具商の鈴鹿栄らが京都市少年野球研究会を立ち上げ、

ゴムマリ野球のルールの制定に取り組むことになった。1916 年のことである。1年余

りの研究のすえ、同研究会は 1917 年（序文は同年 12 月 15 日）にゴムマリ野球のルー

ルブック『児童適用ゴムマリベースボール』を刊行する。その後、同研究会はボール

の研究製作に取り掛かった。その中心人物は有田辰三、鈴鹿栄、水原昭だった。有田

らは試行錯誤の末、ボールの直径、硬さ、表面のすべり止めの形態を決定し、神戸の

東神ゴム工業株式会社に製作を依頼、1918年夏に試作ボールを完成させた。1919年7月、

京都少年野球研究会は新しくできた少年野球ボールを用いて初めての野球大会を開い

た 40。

日本の女子野球は、各地で試行錯誤が続けられた後、京都で生まれたゴムマリベー

スボール、軟式野球（当初は軟球野球などと呼ばれた）、そしてアメリカからもたらさ

れたインドアベースボール（とキッツンボール）の 3つの形式が互いに影響を及ぼし

つつ展開していくことになる。

1916 年春、名古屋女学校の越原和校長がテニスボールを使って生徒に野球を教えた

ところ、生徒は「非常に興味を以て練習」した 41。この名古屋女学校の野球は京都のゴ

ムマリベースボールとは無関係に誕生した。ゴムマリベースボールの存在が名古屋で

知られるようになるのは、『児童適用ゴムマリベースボール』の刊行後である。

去年〔1917 年〕の夏頃であつた。旧三高の野球主将現京大の折田氏が京都市第一

39 京都市第一高等小学校編『女子適用ベースボール』編者刊、1903 年；「京都市第一高等小学校
編『京都市第一高等小学校教育概況』編者刊、1911 年、16 頁。

40 『軟式野球史』13-17 頁。口絵に『児童適用ゴムマリベースボール』の写真がある。
41 竹内生「女子に奨励すべき体育運動と団体競技（下）」『スポーツマン』2巻 11 号、1923 年 11 月。
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高等小学校教員の依頼を受け小学校の生徒に適応した野球技を考案し、爾来京都

各小学校の先生や多くの専門家に依つて、遂にゴム毬ベースボールと云ふ一つの

野球規則が完成した。之が不思議にも小学校男女生徒の趣好に投じ、盛に行はるゝ

様になり、庭球より今では此方が興味ある遊戯として、小学校及女学校の生徒間

に流行してゐる。それで大阪毎日京都支局では去年十二月下旬京都各小学校野球

大会を開いたが、其結果は同地師範附属小学校の優勝に帰し 42、間もなく大阪朝日

京都支局は少年野球模範試合を開いた。之に参加した男生徒も女生徒も一生懸命

に試合をしたり応援したりする処少くも普通の野球と異ならぬ。此少年野球は野

球の様に熱狂的のフアイン、プレーはないが、危険もなければ広大なグラウンド

も要せず、名古屋市内の小学校グラウンドで充分に演ぜられ、道具も僅一個の赤

M印のゴム毬一個と、一本五十銭位のバツト一本又はラケツト一本あれば足るの

で費用も極めて僅少である 43。

ここに登場する折田とは、折田有信のことである。全国中等学校優勝野球大会の創案

者の 1人で、その第 1回大会で審判を務めたという経歴から考えれば、折田が少年野

球に関わったとしても決して不思議ではない。これまで軟式野球史で触れられること

のなかった折田の存在も興味深いが、ここではこのゴムマリベースボールが女生徒の

間にも広がっていたということが重要である。

ゴムマリベースボールの影響についてもう 1例挙げておきたい。今治高等女学校で

は 1917 年 11 月上旬に中村敏男教諭が野球の指導を始めた。やがて全校生徒の間に野

球熱が広がり、12 月 23 日には第 1回の校内野球大会が開かれた。野球といっても、テ

ニス用ゴムボールをワンバウンドさせてラケットで打つというものであった。翌年に

は京都のゴムマリベースボールが伝わり、徐々に改良が加えられ、テニス用ボールは

少年野球用ボールに、ラケットはバットに変わっていった 44。

42 1917 年 12 月 15、16、23 日に開催され、参加 23 校、出場選手 200 余名に及んだ（『大阪毎日新
聞』1917 年 12 月 16 日）。

43 『新愛知』1918 年 1 月 11 日。
44 愛媛県立今治北高等学校沿革史編纂委員会編『愛媛県立今治北高等学校沿革史：創立七十五周
年記念』愛媛県立今治北高等学校、1973 年、251 頁；愛媛県立今治北高等学校編『北桜：創立
80 周年記念誌』愛媛県立今治北高等学校創立 80 周年記念事業期成会、1979 年、16 頁；愛媛県
立今治北高等学校創立百周年記念通史編集委員会編『愛媛県立今治北高等学校創立百周年記念
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今治高等女学校では生徒にベースボールを課して居るが之は「ゴムマリベースボー

ル」と称して昨年京都の小学校から興つたもので現今京阪地方では小学校、女学

校で盛に流行して居る、大体の方法は普通のベースボールと何等の変りもないが、

ゴムマリを用ゐて子供や女学生にやらせる様に出来て居るだけに多少異つた所が

ないでもない 45。

今治北高等学校の創立 80 周年記念誌には、袴姿でヘッドスライディングする女学生の

写真が掲載されている 46。写真そのものは「やらせ」かもしれないが、なかなか本格的

にやっていたようである。今治高女の野球は『東京朝日新聞』でも報じられて、全国

的に知れ渡った 47。校友会誌『学友』第 16 号（1918 年 12 月）はその反響を次のように

記す。

名古屋の愛知新聞のごときは遥に書を寄せて其の危険を如何なる方法にて予防し

つつあるか、また女子には過激に非ざるか等と警告し、一方には早稲田大学野球

部選手が、アメリカより取寄せたる『インドワーベースボール』なる物を紹介し

て来た。殊にジャパンタイムスには『日本に於ける最初の女学生の野球チーム』

として外人にまで発表せられた 48。

今治高女から刺激を受けて、済美高女や大洲高女にも野球が導入されたというし、

1920 年春には今治実科高等女学校と野球の試合もおこなわれた。このときの写真を見

ると、グローブをはめ、小さなボールを使っているので、軟式野球に転じたらしい。

この春には中村敏男教諭が和歌山の粉河中学に転勤している。『北桜 80 周年』はこれ

を「野球に熱をあげすぎて左遷させられたとか」と記していることから、野球に対す

る批判も少なからずあったのだろう 49。1920 年 12 月に校内で開かれた野球大会が今治

通史』愛媛県立今治北高等学校、1999 年、77 頁。バットを使っていることから、少女野球で
はなく少年野球を採用したことがわかる。両者の区別については後述する。

45 『愛媛新報』1918 年 6 月 15 日。
46 愛媛県立今治北高等学校編『北桜：創立 80 周年記念誌』16 頁。
47 『東京朝日新聞』1918 年 5 月 25 日。
48 愛媛県立今治北高等学校沿革史編纂委員会編『愛媛県立今治北高等学校沿革史』250-251 頁。
この文章では、愛知新聞（『新愛知』）が「警告」したかのように読めるが、後述するように『新
愛知』は女子野球推進に熱心だったので、何かの間違いであろう。

49 愛媛県立大洲高等学校創立百周年記念誌編集委員会編『大洲高等学校百年』愛媛県立大洲高等
学校創立百周年記念事業期成会、2001 年、248 頁。
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高女の野球に関する最後の記録となった。ただし、大洲高女ではもう少し続いたようで、

天野糸枝（1927 年春卒業）は手記に、「私はまるで水を得た魚のように運動に熱中した。

グローブと言う大きな手袋をはめてキャッチボールに興じたり、テニスの選手にもなっ

た」と記している 50。

第 2節　YMCAとインドアベースボール

次にインドアベースボールの広がりを見てみよう。日本におけるインドアベースボー

ル普及の起点となったのは YMCAである。なかでも最も早くにインドアベースボール

を導入したのは大連 YMCAだった。大連 YMCA会館は 1911 年 3 月に完成、アメリカ

人名誉主事カーライル・V・ヒバードが会館内での体育事業の一環としてインドアベー

スボールを紹介した。1912 年 10 月に寄宿舎の 2階と 3 階の試合が開かれたが、これ

が管見の限り日本で最も早いインドアベースボールの記録である 51。1917 年 11 月には

大連 YMCAに室内野球部が組織され、4チームが参加して選手権大会が開かれた 52。

内地で最も早いのは神戸 YMCAだろう。神戸 YMCA開館が完成したのは 1913 年 1

月だが、前年の 11 月には屋内スポーツ施設が使用可能となっていた。神戸 YMCAに

は体育部が設立され、宮田守衛らの指導により新会館でバスケットボール、バレーボー

ル、インドアベースボールなどがおこなわれたという 53。宮田は 1911 年 12 月に YMCA

国際訓練学校を卒業後、ただちに神戸 YMCAに赴任しており、アメリカからインドア

ベースボールを直接持ち込んだのかもしれない。

1913 年秋、長崎で YMCA名誉主事のジョージ・E・トルーマンが「室内ベースボール」

を紹介、その後しだいに愛好者が増えた。1915 年夏には水曜日夜がインドアベースボー

50 愛媛県立大洲高等学校創立百周年記念誌編集委員会編『大洲高等学校百年』248 頁。
51 『満洲日日新聞』1912 年 10 月 13 日。
52 『満洲日日新聞』1917 年 11 月 17 日。
53 服部宏治『日本の都市 YMCAにおけるスポーツの普及と展開：大正期から昭和期（戦前）を中
心とした YMCAの「体育事業」』溪水社、2015 年、125 頁。服部は、神戸 YMCAにインドアベー
スボールが紹介された正確な時期に言及しない。大正 3年の体育館案内には室内野球が見える
ので、それ以前ということになろう（神戸キリスト教青年会編『限りなき前進を：健康・教育・
余暇』神戸 YMCA80 周年記念出版事務局、1979 年、484 頁）。
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ルの時間となり、10 月には第一回室内ベースボール大会が開催されている 54。

1913 年 10 月、北米 YMCAから体育主事フランクリン・H・ブラウンが日本に派遣

される。東京 YMCAにインドアベースボールを紹介したのはブラウンであろう 55。1915

年 2 月に関西に拠点を移したブラウンは、神戸 YMCA、大阪 YMCA、京都 YMCAでイ

ンドアベースボールを指導する。1915 年 6 月に神戸 YMCAと京都 YMCAの対抗競技

がおこなわれたさいには、インドアベースボールが競技種目の 1つとして採用され

た56。京都YMCAでは、とりわけ1917年11月に組織された少年部でインドアベースボー

ルが人気となった。「インドアベースボールもよく好んでやったものだが、ボールは直

径十センチメートルぐらいで、中に綿や切りくずを入れてあり、打ってもすぐに床に

落ちてドドドドと音をたててころげていた。だから外野がなくてもできるゲームでし

た」とは、少年部の一員だった有本嘉郎の証言である 57。これは、ちょうど京都市少年

野球研究会が『児童適用ゴムマリベースボール』を刊行した時期にあたる。

1919 年に伊東卓夫が東京 YMCA体育部で使われていた教材を『正式インドアーベー

スボール規定』として自社（美満津商店）から刊行した。東京 YMCAでは、全国から

集まった講習生に室内野球を教えており、そのテキストとして使用されたと思われ

る 58。1922 年には大阪 YMCAの増田健三も、美津濃運動用品店から『室内野球規定』を

刊行している 59。

54 松本汎人『袋町「青年会館」の盛衰：長崎 YMCAの歩み：1902 ～ 1945 年』大都印刷、1999 年、
188 頁。長崎 YMCAの体育事業については、服部宏治「明治期から大正期の長崎 YMCAにお
ける「体育事業」の普及と展開」楠戸一彦先生退職記念論集刊行会編『体育・スポーツ史の世界：
大地と人と歴史との対話：楠戸一彦先生退職記念論集』溪水社、2012 年も参照。

55 1915 年秋の報告書でブラウンは東京 YMCAのコンクリートの空き地でインドアベースボール
がおこなわれていたことを記している（Franklin H. Brown, “Annual Report for the Year Ending 

September 30, 1915,” in International Work in Japan. Box 4, Kautz Family YMCA Archives, 

University of Minnesota）。この空き地は前年度の報告書で「archery range（弓術練習場）」と
言及されていたものだろう（Franklin H. Brown, “Annual Report for the Year Ending September 

30, 1914.”）。
56 服部宏治『日本の都市 YMCAにおけるスポーツの普及と展開』219 頁。
57 京都 YMCA史編さん委員会編『京都 YMCA史』京都キリスト教青年会、2005 年、134-135 頁。
58 「運動界時報」『野球界』12 巻 2 号、1922 年 2 月 1 日。
59 伊東の『正式インドアーベースボール規定』と増田の『室内野球規定』は字句に若干の違いは
あるものの、基本的な構造は同じである。
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このように、フィリピンや中国と同じく、日本でも YMCAがインドアベースボール

の普及に大きな役割を果たしていたが、その主たる対象は男子会員だった。しかし、

女学生への普及にも YMCAは間接的に関わった。

欧米は勿論東洋でも非律賓の児童及婦人の間にインドーアベースボールが流行し

て上海の東洋オーリンピツク大会には非律賓諸婦人少女が華々しく戦つたと

云
マ マ

ふれである。日本では未だ之が試みら
マ マ

のなかつたが、山松〔鶴吉〕愛知県立第

二女師校長が同校で此新遊戯を当学期の始めから試みる事になつた。そして此遊

戯を普及する準備として京都大阪で熾んに行はれて居るゴム毬のベースボールを

紹介したい 60。

1918 年 1 月、新愛知新聞社の林正雄はこのように述べて、京都のゴムマリベースボー

ルとインドアベースボールを紹介した。林によれば、ゴムマリベースボールには少年

用と少女用があり、少年野球はバット、少女野球はラケットを用いるのが特徴であっ

た 61。

庄司節子によれば、林正雄は名古屋 YMCAのメンバーであり、1917 年に京都 YMCA

でインドアベースボールの講習を受けたという 62。この講習会とは、1917 年 8 月に京都

YMCAが開催した洋式運動講習会のことだろう。同講習会ではバスケットボール、バ

レーボール、インドアベースボールが教えられた 63。林がインドアベースボールととも

に、ゴムマリベースボールを紹介したことは、京都 YMCAと京都市少年野球研究会の

間に、なんらかの関係があったことを示唆する。

林が訳出した「軟球野球（インドーアベースボール）」と、伊東や増田の規定を比べ

ると、いくつかの違いがあることに気づく 64。インドアベースボールには室内用の規定

と室外用の規定があり、たとえば前者は塁間 27 フィート、後者は 35 フィートである。

ダイヤモンドの大きさに応じてボールの大きさにも違いがある。YMCAの場合、室内

60 『新愛知』1918 年 1 月 11 日。
61 前掲『児童適用ゴムマリベースボール』は未見だが、『軟式野球史』に掲載された写真には、「男
児の部」なる記述が見えるので、「女児の部」が存在したはずである。

62 庄司節子「近代日本における女性スポーツの創造」。
63 服部宏治『日本の都市 YMCAにおけるスポーツの普及と展開』130 頁。
64 『新愛知』1918 年 1 月 17-19 日。



－180－

京都大學文學部研究紀要　第58号

でおこなわれることが多かったから、伊東も増田も室内用の規定に依ったが、林は室

外用にアレンジしたのだろう。プレーヤーの数は伊東も増田も 7人もしくは 9人とす

るが、林は 11 人とする。11 人というのは他の規定には見えず、当時の京都 YMCAが

そのような規定を採用していたのかもしれない。

林とともに女子野球普及に努めた新愛知新聞社の広瀬謙三によれば、林は高等女学

校にインドアベースボールを、尋常小学校の女生徒にゴムマリベースボール（少女野球）

を練習させた 65。このことは、林がインドアベースボールをより優れたものと考えてい

たことを意味する。林は「京都や奈良で盛に流行してゐる帝大折田君案のゴムマリ野

毬の如きはどうも地方的の遊戯であつて世界的の遊戯でなく又興味も到底インドーア、

ベースボールに比すべくもない」と述べ、国際性と興味の点からインドアベースボー

ルの価値を評価していた 66。

1917 年 12 月末、台湾、フィリピン遠征に出かけた早大野球部は、マニラで女学生

によるインドアベースボールの試合を目にした。

決勝戦の終つた日ナザレタグラウンドで比律賓各高等女学生対校のインドアベー

スボール試合を見物したが、其巧なのには一驚を喫した最も感心したのは其の走

塁法で、実に獰猛な滑込みをするには優勝選手一同大分アテられて仕舞つた、女

子の野外運動としてはテニスもよからう、バスケツトボールもよからうが、更ら

にこのインドアベースボールを採用したならば一層満足することが出来ようと思

はれる 67。

早大野球部員が今治高女にインドアベースボールを紹介したことは先述した（採用は

されなかった）が、じつは愛知県の女学校にもインドアベースボールを紹介している。

近頃比律賓では、男子のベースボールに対向
ママ

して、女子にインドアー、ベースボー

ルの競技が大層流行するさうで、先年早稲田の野球団員が之を愛知県立女子師範

へ伝へたのが、日本での最初の試みでしたが、昨今では大した勢力で同校に流行

し余程熟練したさうです 68。

65 広瀬謙三「若き婦人に適する運動競技」『運動界』3巻 6号、1922 年 6 月。
66 『新愛知』1918 年 2 月 11 日。
67 「早大マニラ土産（十）」『読売新聞』1918 年 3 月 9 日。
68 『読売新聞』1918 年 10 月 6 日。
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愛知の女学校にインドアベースを紹介した早大野球部員はおそらく花井昌三であろう。

花井は愛知一中出身で、早大野球部マネージャーをしており、台湾、フィリピン遠征

からの途次に実家に寄っている 69。林は女子のインドアベースボールを実際に目にした

ことがなかったであろうから、花井の経験は貴重なものだったにちがいない 70。ちなみ

に、愛知県立女子師範も愛知県立第二女子師範も校長は山松鶴吉であった。

1918 年 6 月、新愛知新聞社運動部主催で第 1回「インドーア・ベースボール大会」

が開催された 71。大会では、男子小学生のインドアベースボール優勝試合に加えて、女

子小学生（菅原小学校、千種小学校）の少女野球試合と女学校のインドアベースボー

ル試合（淑徳高等女学校紅白戦、県立女子師範学校紅白戦）がおこなわれた。同年 10

月末から 11 月中旬にかけて第 2回大会が開催、女学校は淑徳高女、名古屋女学校が参

加した（名古屋市立第一高女、金城女学校、県立第二高女はスペイン風邪流行の影響

で参加できなかった）。女子小学生は菅原小学校、千種小学校、岐阜小学校が参加して

「京都流のラツケツトボール」の試合がおこなわれた 72。20 対 4 で名古屋女学校に大勝

した淑徳高女は、各学年にチームがあって盛んに対抗試合をしていたが、インドアベー

スボールの流行は 1919 年春までで、その後は「色色事情」があって学校から姿を消し

たとされる 73。

1919 年 3 月、『野球界』主幹の横井春野（横井鶴城）は関西に行った帰りに、名古

屋女学校の越原和を訪ねた。2人は早大在学時からの親友であった。女生徒と職員が

入り交じり、愉快に野球をする様子を見た横井は、6月刊行の『野球界』に越原和「女

子に野球を奨励す」と広瀬謙三「女学生野球大会」の 2篇の文章、そして名古屋女学

校野球部選手の写真を掲載した。この記事で越原はまず、男子の体育だけが発達して

69 『新愛知』1918 年 2 月 26 日。花井の遠征談は『新愛知』（1918 年 2 月 26-28 日）に掲載されたが、
決勝戦のところで記述が終わっており、その後に見学したインドアベースボールへの言及はな
い。

70 花井はこの年の夏に病気にかかり、療養先の名古屋で亡くなった（飛田穂洲『早稲田大学野球
部史』明善社、1925 年、244-245 頁）。

71 庄司節子「東海女子学生キッツンボール大会と女子野球の普及活動」。
72 『新愛知』1918 年 6 月 11 日；広瀬謙三「女学生野球大会」『野球界』9巻 8 号、1919 年 6 月；
庄司「近代日本における女性スポーツの創造」。

73 学園史編纂委員会編『愛知淑徳学園史』愛知淑徳学園、1965 年、115-119、131 頁。
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女子の体育が発達しなければ、健全な子孫をつくることができず、国際的生存競争に

打ち勝つことのできる国民を作り出せないとして、女子体育の必要性を論じた。ついで、

現在の学校体操は不十分で、野球やテニスのような戸外運動がよいと述べる。さらに、

元気のいい女性と「お転婆」は違うと指摘して、女子野球に対する批判を封じ、「元気

あつて且つシトヤカな女子」は勇壮活発な運動によってこそつくりだされると説いた。

越原は服装にも注意を払い、独自の運動服を案出している 74。男子との差異化に気を遣

わねばならなかったのは、野球のみならずスポーツそのものが男性のものと考えられ

ていたからである。

1921 年 6 月、横井は『野球界』誌上で女子野球団の結成を呼びかけるが、応募者は 1、

2名しかおらず、断念せざるをえなかった 75。この反応の少なさには、女性の読者がほ

とんど居なかったであろう『野球界』そのものの問題が大きく関係していよう。ただし、

男性の野球関係者が女性に野球を教える契機にはなったかもしれない。

事実、1921 年から翌年にかけて、インドアベースボールは急速に広がっていった。

新愛知新聞社から国民新聞社に移った広瀬謙三は、1922 年 5 月の『運動界』で、大連、

旅順、静岡、横浜等の女学校で「インドーアベースボール」がおこなわれていること

を紹介している76。とりわけ関西の女学校でのインドアベースボール普及は目覚ましく、

奈良女子高等師範学校、大阪梅田高女、市岡高女でインドアベースボールが採用され

ていたほか、大阪の清水谷、夕陽丘、女子師範、樟蔭の各校でも導入される予定であっ

た 77。

インドアベースボールの急速な普及の一方で、キッツンボールや軟式野球への転換

が生じていた。軟式野球については次節で論じることとして、ここではキッツンボー

ルへの転換を見ておきたい。

74 越原和「女子に野球を奨励す」『野球界』9巻 8号、1919 年 6 月；広瀬謙三「女学生野球大会」。
75 横井冬海「女子野球団希望者を募る」『野球界』11 巻 8 号、1921 年 6 月；鈴木江北「女子野球
夜話」『野球界』12 巻 11 号、1922 年 8 月 1 日；横井鶴城「女子野球回顧」『野球界』16 巻 5 号、
1926 年 5 月；横井春野「女子野球の時代来る」『野球界』21 巻 1 号、1931 年 1 月。

76 広瀬謙三「女子運動の考察：現在の女子運動分域」『運動界』3巻 5号、1922 年 5 月。
77 『野球界』12 巻 9 号、1922 年 7 月 1 日；『スポーツマン』1巻 4 号、1922 年 8 月；寺田瑛『女
子の運動競技』日本評論社、1923 年、109-111 頁；㓛刀俊雄「川口英明の球技教材研究：ベー
スボール型球技の教材づくり」『学習研究』471 号、2014 年 10 月。
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そもそもインドアベースボールは、少女野球よりも困難で興味が深く、女性に適し

たスポーツとして導入された。インドアベースボールはその名の通り、室内でプレイ

できるように、道具やルールにさまざまな制限が課され、簡便で危険が少ないことが

利点であった。新愛知新聞社の林正雄が「インドーア・ベースを女子にコーチするに

当り決してボーキング、トリピング及びスライデングなどを教へてはならぬ、是等は

女子の優雅な徳性を害ふものである、若しこれ等をしなければ興味が殺がれる様なベー

スボールは女子に指導する事は見合せたがよい、インドーア・ベースは決して右の三

種を絶対に禁ずる事によつて毫も興味を殺がるる競技ではない」というアメリカのイ

ンドアベースボール指導者の言葉を強く意識していたように 78、批判の多い女子野球を

提唱するにあたって、女性らしさとの兼ね合いは重要であった。それゆえ、インドアベー

スボールのルール自体は滑り込みを禁止していなかったにもかかわらず、女子には滑

り込みをさせないという措置が取られたのである。フィリピン少女の滑り込みに早大

生が感心したことは先述したが、教育当局が率先してインドアベースボールを奨励し

ていたフィリピンと違って、日本では女性らしさへの配慮は、競技の存続を左右しか

ねない問題であった。しかしながら、これらの制限のために興味が殺がれたのも事実

である。指導者の側でも、女学生の側でも、より困難で、より興味の多い野球への欲

求が生まれてくるのは避けがたかった。

1921 年ころ、インドアベースボールを改訳するにあたり、林正雄はキッツンボール

なるものの存在を知った。林の紹介によれば、キッツンボールとは 1916、17 年にミネ

アポリス中央体育院監督 H・A・ジョンソンが創案した野球のバリエーションである。

林はスポルディング社のインドアベースボール公式ガイド Official Indoor Base Ball 

Guide Containing the Constitutionを見たに違いない79。1921年に刊行された同ガイド

の 1921-1922 年版にはキッツンボールのルールが新たに加えられている。林はキッツ

78 林正雄「婦人のスポートとしてのキツツンボール」『アサヒスポーツ』1巻 14 号、1923 年 10
月 1 日。

79 Official Indoor Base Ball Guide Containing the Constitution, and By-Laws of the National 

Indoor Base Ball Association of the United States, American Sports Pub. Co., 1921. 起源につい
ての説明は同書35頁にある。世界野球ソフトボール連盟（WBSC）のホームページによれば、キッ
ツンボールは 1895 年にミネアポリスの消防士ルイス・ロウバーが考案したとする（http://

www.wbsc.org/softball/history-of-softball/）。
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ンボールを実際にやってみて面白いと感じ、「寵球」と訳してその普及に取り組むこと

になった。その結果、1922 年に名古屋寵球クラブ、名古屋 YMCA寵球クラブが結成さ

れた 80。名古屋市立第一高女では 1922年の新学期が始まってまもなく、坂本孝吉教諭が

「YMCAの体育指導の先生や村瀬運動具店主らとアメリカの運動雑誌に紹介された新し

い球技キッツンボールを研究し」、一年生に指導した 81。当時、名古屋 YMCAには、大

阪 YMCAから赴任した増田健三、長崎 YMCAから赴任したトルーマンら、インドアベー

スボールの指導経験がある人物がいた。別の記事によれば、名古屋の女学校でキッツ

ンボールが練習されるようになったのは 1922 年 9 月以降であった 82。

インドアベースボールからキッツンボールに移行した理由を、名古屋女学校の越原

校長はこう語る。

インドア・ベースボールの方も全く日本にて戸内遊戯としては行ひ得べくも候は

ず、それにインドアーの球は十二乃至十四吋の囲りに候間日本の女子には手に余

る事に存じ候、かれこれ考慮の結果「キツツンボール」なれば兎に角世界の一角

にても盛に行はれ、インドアーよりは球も飛び従つて範囲も広くなり興味も有之

候故キツツンボールを採用仕り候 83。

キッツンボールの重量は 6オンス、周囲は 12 寸、塁間は 45 フィートだったから、イ

ンドアベースボール（それぞれ約 8オンス、約 14 寸、約 35 フィート）に比べて、球

がよく飛んだことは間違いない。規則では禁じていないスライデイングを禁じたこと

は、インドアベースボールの場合と同じく、困難さと女性らしさの妥協だったのだろう。

早くも 1922 年 10 月 23 日には、日本臣道会主催、新愛知新聞社後援で最初のキッツ

ンボール大会が開催され、愛知県立女子師範学校、名古屋高等女学校（名古屋女学校

より昇格）、名古屋市立第一女学校が参加した。翌年 6月には名古屋キッツンボール倶

楽部主催、大阪朝日新聞社名古屋通信部後援の第 1回東海女学生キツツンボール大会

80 林正雄「新しい中京名物　キツツンボールの盛況　女生に相応しい壮快な競技」『アサヒスポー
ツ』4巻 6号、1926 年 3 月 15 日。

81 市一・菊里創立百周年記念誌編集委員会編『創立百周年記念誌』名古屋市立菊里高等学校、
1996 年、37 頁。

82 林正雄「婦人のスポートとしてのキッツンボール」。
83 竹内生「女子に奨励すべき体育運動と団体競技（下）」『スポーツマン』2巻 11 号、1923 年 11 月。
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が開催、1925 年 11 月まで 6回の大会が開かれた。1924 年 4 月に開催された第 3回大

会では、参加校が 5校に達し、グラウンドは女学生で埋めつくされたという 84。

キッツンボール熱の高まりを前に、いち早くインドアベースボールを採用しながら、

まもなく止めてしまった淑徳高女の小林清作校長は 1925 月 1 月に刊行された記事でこ

う述べた。

近頃女子の体育について世間が漸く目覚めて来たのは結構です此機に際して野球

は女子に不適当だの、跳躍は過激だの、対校競技は悪いだの、選手制度は弊害が

あるのと、いろいろと云ふものがあるが、折角黎明期に入つた女子の運動の出鼻

を折らうとするのは心ないことだと思ひます、それも科学的に然りといふ根拠が

あるならばまだしもですが、只一寸した感じや気分からの議論であるから到底話

になりません。私としては野球でもなんでもやつてみたいと思つてゐる、女子に

不適当なものは自然に淘汰されます 85。

しかしながら、淑徳高女がキッツンボール大会に参加することはなかった。そして、キッ

ツンボール大会そのものも 1925 年 11 月の第 6回大会が最後となった。なお、この最

後の大会では女子と別の会場で男子のキッツンボール大会が開かれ、名古屋中学、名

古屋税務署、名古屋キツツンボール倶楽部、名古屋 YMCAが参加している 86。

インドアベースボールにせよ、キッツンボールにせよ、決して女子専用の競技では

ない。その普及に尽力した YMCAが男性のための組織だったことを考えると、それは

当然である。しかしながら、インドアベースとキッツンボールがまだ数少なかった女

子の競技の 1つとして注目を集めたのに対して、男子のそれは、名古屋を例外として

ほとんど YMCAの範囲を超えることがなかった。結果的に、インドアベースボールと

キッツンボールは、女子に適したスポーツとして認知されていった。男性指導者もそ

れが男性的な野球とは異なって、女子にふさわしいスポーツであることをアピールし

ていったのである。

84 詳しくは庄司節子「近代日本における女性スポーツの創造」。
85 Y・S生「女子運動王国を建設した愛知淑徳高女、その体育方針と効果」『アサヒスポーツ』3
巻 1号、1925 年 1 月 1 日。

86 庄司節子「近代日本における女性スポーツの創造」。
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第 3節　軟式野球の拡がり

1919 年 3 月、文部省は全国各府県の女子師範学校、高等女学校、女子実業学校に対

して、体育状況の調査を実施した。「正規の体操時間外又は休暇中に行ふ諸運動」「最

も奨励せる運動」の項目に対する回答から、この時点での野球の広がりを確認できる。

「ベースボール」と回答したのは、京都府立女子師範学校、兵庫県立亀山女学校、「女

子野球」は今治高等女学校、「野球」は山口県船木女子技芸学校であった。京都府立女

子師範学校は「最近ベースボール（軟球）を試み居れども其適不適を適確に断定する

能はす」と回答している。京都で考案されたばかりの軟式野球を 1919 年春に早速取り

入れたのだろう。一方、インドアベースボールを実施していたのは、愛知県立女子師

範学校、愛知県立第一高女、愛知県立第二高女、西尾町立高女、愛知淑徳高女といず

れも愛知県の学校であった 87。

1922 年 8 月の『野球界』で、鈴木江北が「女子野球団の先駆をなしたものは、西に

名古屋、東で、宇都宮であらう」と記すように、東日本で最初に女子野球に取り組ん

だのは宇都宮高女だった。同校の図画教諭小堀章（東京美術学校卒）は、「万難を排し

て」女子野球チームを組織した。その時期は、文部省の調査後まもなくだっただろう。

1920 年に宇都宮高女の野球は黄金時代を迎える。1921 年春になると栃木高女にも野球

が紹介され、野球熱が全校生徒の間に広まった。しかし、これに対して批判攻撃の声

がまきおこり、栃木高女の野球は禁止に追い込まれた。この影響で、宇都宮高女でも

野球は下火になった 88。

1921 年春、宮城県立第二高等女学校で野球が始まった。校長の小倉博は「お転婆養

成主義」を掲げ、健康を良妻賢母の基礎と位置づけ、体育を奨励していた。野球を始

めてまもなく『読売新聞』に取り上げられて「ワイ＼／騒がれ」たために、流石の小

倉校長も「大いに面喰」って、一時期「鳴りを静めて居た」が、年末には高等科でチー

ムを編成するに至った。もともと「硬い球でやらせる計画」だったが、練習中に選手

が負傷したことからスポンジボールを用い、ミットとグローブを使っていた。県立第

二高女の野球部設置を機に、仙台の女学生間に野球熱が高まり、1922 年春には県立第

87 文部省編『女子体育状況調査』文部省、1920 年。
88 鈴木江北「女子野球夜話」。
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一高女でも野球部ができることになり、向絅女学校でも野球場の建設が計画されてい

た 89。おりしも東京では文部省主催の運動体育展覧会が開催されており、『野球界』主幹

の横井春野や元早大野球部の石井順一らは宮城県立第二高女と水戸高女の野球戦を実

施すべく奔走し、文部省から許可を得たものの、両校とも文部省をはばかって、当校

では野球をやっていないと断ったため、実現しなかった 90。女子野球の多くは関係者に

よるこのような自己規制によって消滅していくことになる。

1922 年 4 月の『サンデー毎日』によれば、この時点で四国、京都、名古屋、岡崎、

宇都宮、長野、仙台等の高等女学校に野球チームがあったという 91。翌月に全国女子師

範学校長会議が開かれたさい、8校で野球がおこなわれていることが報告された。な

かでも富山、石川では猛烈に流行しており、「大抵インドーア式か軟球」であった 92。

1922 年には女子野球は全国的に広がり、11 月には『東京朝日新聞』の社説で「男子の

みの専有とせられた野球が最近各女学校に盛んになり」と言及されるまでになった 93。

このような女子野球の急速な拡大の過程で、より困難な野球を求める動きと、女子野

球に反対する動きが明確になっていった。この 2つの動きは密接に絡み合いながら、

女子野球の運命を決定づけることになる。

直方高女の白石強太郎教諭がクラスの生徒にキャッチボールをさせたのは 1922 年春

のことだった。隣接する直方北尋常小学校の生徒が最初はその様子を傍観し、ついで

89 『読売新聞』1921 年 5 月 22 日、1922 年 5 月 8 日；「仙台第二高等女学校野球団成る」『野球界』
12 巻 1 号、1922 年 1 月 1 日；「野球は女性の新競技」『サンデー毎日』1巻 5 号、1922 年 4 月
30 日。渡辺信夫監修『目で見る仙台の 100 年』郷土出版社、2001 年、62 頁には宮城県立第二
高等女学校野球部選手の写真が掲載されている。

90 鈴木江北「女子野球夜話」；横井鶴城「女子野球回顧」『野球界』16 巻 5 号、1926 年 5 月；『東
京朝日新聞』1922 年 4 月 6 日。名古屋女学校にも打診したが、校舎の改築で練習不足と断られ
たという。

91 「野球は女性の新競技」。全日本軟式野球連盟編『軟式野球史』ベースボール・マガジン社、
1976 年、102 頁には諏訪市の高等女学校で野球がおこなわれていたとする。長野県諏訪二葉高
等学校七十年誌刊行委員会編『長野県諏訪二葉高等学校七十年誌』長野県諏訪二葉高等学校同
窓会、1977 年によると、諏訪高女で競技が体操科の授業に取り入れられたのは 1926 年、運動
部が設けられたのは同年秋で、庭球だけはそれ以前からあったようだが（同書 236-237 頁）、野
球に関する記述はない。

92 『東京朝日新聞』5月 19 日；『大阪毎日新聞』5月 19 日。
93 「我国女子の体育改造　運動体育の必要」『東京朝日新聞』1922 年 11 月 14 日。
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女学生と打ち混じり、とうとう試合をするに至った。浅川雄太郎校長らが応援する前

で女学校チームは大敗、女生徒の挙動、姿勢の緩慢、動作の遅鈍に呆れた教師陣は野

球部新設を決定、白石教諭が部長に就任した。73 名の希望者から徐々に選手を選抜し、

夏休みには 3週間、午前 8時から午後 3時まで練習に励んだ。白石の指導は周到かつ

厳しいもので、楽市小学校との試合では、観戦に来ていた中島鉱業の経理部長がその「獰

猛な罵声」に驚き、同社野球部主将の井土敏慧に「今少し女の事ではあるし、クロスゲー

ムでもあるから物柔かに叱るやうにと注意を与へてくれよ」と忠告したほどだった。

少年チームと対戦したことといい、女性らしさにこだわったインドアベースボール関

係者の指導とは対照的である。メキメキと実力をつけた直方高女は 11 月に少年野球大

会に出場し優勝を果たす。翌月には熊本県立第一高女との試合が予定されていた。ま

さにこのとき、沢田牛麿知事が突如野球部解散の命を下した。沢田は女学生の洋服す

ら廃止しようとしているとの噂が立つほどの「国粋保存者」であった 94。沢田の癇に触

れたのは、県外チームとの対戦ではなく、公式の試合で女子が（たとえ年下であれ）

男子を凌いだことだったと思われる 95。

直方高女の生徒に野球を教え、野球部の短い歴史を『野球界』で紹介した井土敏慧は、

1918 年の早大マニラ遠征のメンバーだった。その記事で井土は野球に関する事柄だけ

でなく、選手の学年、学業成績、年齢、身長、体重、家庭にも触れ、「容貌又実に美」「温

良貞淑、宛として絵の如き美人」「男性化して」「男優り」といった評価を下している。

井土は、自宅を訪れた選手たちを「挙措、振舞謙譲温良宛として手弱女の風情こぼるゝ

有様」と形容し、「グランドに於ける猛者」の女性らしさを特筆している。しかし、井

土がいかに選手の女性らしさを強調したとしても、あるいは学校や町の人々がいかに

理解し支援したとしても、知事の命令ひとつで解散を余儀なくされた直方高女野球部

の事例は、女子スポーツがいかに脆い基盤の上に成立するものであったかをよく示し

94 井土敏慧「直方高女野球部の亡ぶ迄」『野球界』13 巻 8 号、1923 年 6 月 1 日；寺田瑛『女子の
運動競技』109-110 頁。

95 石岡学は、「記録の面で男子を凌ぐことに対しては、強い拒否反応が示された」として、その
典型に人見絹枝の事例を挙げる（石岡学「一九二〇年代の新聞報道における中学生・女学生ス
ポーツの表象：『東京朝日新聞』の記事を対象として」（小山静子編『男女別学の時代：戦前期
中等教育のジェンダー比較』柏書房、2015 年所収））。
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ている 96。

1921、22 年に和歌山中学は全国中等学校優勝野球大会連覇を果たす。和歌山の野球

熱は女学校にも及んだ。1922 年 11 月に粉河高女がインドアベースボールを、翌年 1

月には和歌山高女がインドアベースボールとキッツンボールを始めた。和歌山高女で

は野球を始めて 4、5か月後、「何んだか物足りなく、運動範囲（攻撃、守備、策戦等）

があまりに小さく行き詰つた状態にあつたので始めて少年野球法によつて研究的に課

したところ少しの危険もなく亦無理のないことを確信したので非常な決心と期待とを

以て野球部を新設し練習を始めた 97」。

1923 年 7 月 15 日、和歌山体育奨励会の主催で第 1回和歌山県下女学校野球大会（軟

式野球）が開催され、和歌山高女、粉河高女、橋本高女が参加した。和歌山県内務部

長松村義一の始球式で試合が開始され、和歌山中学野球部 OBの井口新次郎、小笠原

道生、矢部和夫らが審判を務めた。矢部と小笠原は第 1回全国中等学校優勝野球大会

に出場、卒業後に矢部は早大、小笠原は東京帝大に進んだ。矢部は 1918 年の早大マニ

ラ遠征メンバーの 1人でもある。1921、22 年の和歌山中学による全国中等学校優勝野

球大会連覇の立役者だった井口は、1923 年春に早大に進学し、野球部に入部していた。

女学校野球大会を制したのは粉河高女だった。大会の報道には当時のジェンダー観

がにじみ出ている。『大阪毎日新聞』は、各チームの運動服をこと細かに描写したあと、

「盗塁は女だけに少し鈍いが辷り込みなどは平気なもの安打や二塁打も戛飛ばせばホー

ムラン＼／と歓喜の叫びを挙げるし直球を片手で受ける猛者もあるが時にストライク

の数を忘れたり取れる球をも遠慮したり尻もちついて思はぬしくじりに笑はせる事も

あつた」と記している 98。この記事の執筆者は大阪毎日新聞運動課の竹内であろう。竹

内は「女子に奨励すべき体育運動と団体競技」という文章で、女子野球を次のように

推奨している。

女子が野球をやると云へはお前は気が狂つてゐるのかと笑ふ者は笑ふ者として、

私は真剣正味で女子に野球を奨励したい、今日男子の行ひつゝある運動競技の何

96 中島鉱業野球部は 1923 年に消滅している。社会人野球部は会社の経営状況に大きく左右され
た。

97 竹内生「女学生の野球競技」『サンデー毎日』2巻 34 号、1923 年 8 月 5 日。
98 『大阪毎日新聞』1923 年 7 月 15、16 日。
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れにしても女子に行はれぬものはない、たゞ性の区別に依つて幾分の手加減、云

はゞ運動そのものを適当に女性化して指導を誤らなかつたならば、女子であるか

らとて野球の行へぬ道理はないのである、従来の日本の女子体育は『女性だから』

と云ふ点に固着して余りに臆病であつた、或る教育者は云ふ、女子に野球をやら

せると言葉が荒つぽくなると、運動をすれば言葉が荒
マ マ

ぽくなるのは決して不可思

議ではない、当然であるが嫁入すればすつかり優しくなつて仕舞ふ、真黒な顔を

した女学校時代の運動選手が卒業して見違へるほどの肉体的美人となつたり、其

言葉つきも少しも荒々しくなく優しいお嬢さんに還つてゐることは屡々実見した

所である、言葉の荒つぽくなると云ことは枝葉に亘つた杞憂に過ぎない 99。

竹内はさらに、和歌山の大会が少年野球法を採用したのは良かったが、「服装其他に尚

研究すべき点がある」と感じたと記している。そして、この試合を契機に大阪では日

本女子野球研究会が組織された。女子野球をさらに普及させようとすれば、（軟式）野

球の「女性化」とそれにふさわしい服装という問題を解決しなければならなかったの

である。

和歌山高女のエース谷田昇子は、のちに「女子野球界のスター」として『サンデー

毎日』で紹介される100。谷田は和歌山市内の吹上小学校出身だが、小学校時代からラケッ

トを用いた少女野球を盛んにやっていた。1923 年に和歌山高女がインドアベースボー

ルを始めると、谷田も参加したが、「それもつまらなくなり本式に野球を始め」た。同

年 5月に野球チームが設立されると、谷田は投手に抜擢された。和歌山中学で野球の

試合があれば見に行くし、和歌山中学 OBの井口や小笠原からも指導を受けた。谷田

の小学校時代といえば、1910 年代後半であり、京都の少女野球が和歌山にも普及して

いたことが改めて確認される。また、少女野球の基礎があったからこそ、和歌山や大

阪でインドアベースボールから軟式野球への移行がスムーズになされたこともわかる。

さらに、男子中等野球の影響も見逃せない。西原茂樹は甲子園をはじめとする関西の

99 竹内正「女子に奨励すべき体育運動と団体競技（上）」『スポーツマン』2巻 10 号、1923 年 10 月。
100 「女子野球界のスター　谷田昇子さん」『サンデー毎日』3巻 10 号、1924 年 3 月 2 日。このほか、
1923 年度に一塁手、1924 年度に捕手を務めた後藤（柳）繁代へのインタビューが竹内通夫「わ
が国野球史の一側面」と全日本軟式野球連盟編『軟式野球史』101-102 頁に収められている。
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野球の地域性を指摘したが 101、少女野球、女子野球もまさにその 1例とみてよいだろう。

1923 年 12 月 9 日、大阪毎日新聞の主催で第 1回女子軟式野球大会が市岡高女校庭

で開催される。参加校は和歌山高女、粉河高女、市岡高女、泉南高女、築港北小学校、

岸和田市小学校で、女学校や小学校から多数の女生徒が観戦に訪れた（男は関係者以

外入場禁止だった）。市岡高女は 9月から、泉南高女は最近、軟式野球を始めたばかり

であったが、泉南高女の田代投手は小学校時代から野球をやっていたとのことで、「ス

ピードの強い球はちよつと受け手がない」くらいの実力を持っていた。粉河、和歌山、

市岡の各高女の校長と日本女子野球研究会員は、女子の競技であることを標榜するた

めに今後は「女子軟式野球」と呼ぶことに意見が一致し、また「練習時には仮令軟球

でもマスクを使用すること、そのマスクの女子に適したものを考案すること、辷り込

みその他容姿の関係からパンツとスカートを兼ねたものを考案したら」などの意見が

出された 102。

この大会を観戦した竹内正によれば、女子野球をしている小学校は、大阪市内で 12

～ 13 校、岸和田市内だけでも 4～ 5校で、女学校では市岡、大手前、泉南、女子師範、

樟蔭の各高女を挙げている。このうち樟蔭の高等科では朝輝記太留が「自らプレート

に立つて兎角引込思案と運動不足になり勝ちな妙齢の処女達に野球技の興味に依つて

体育と運動気分を吹き込んで」いた 103。

文部大臣官房学校衛生課の調査によれば、1924 年 1 月時点で女子師範 1校、高女 24

校で野球（軟式野球であろう）がおこなわれていた。一方、キッツンボールとインド

アベースボールは「其他」に分類されたが、ここにはホッケー、センターボールなど

9種類の運動が含まれていた。「其他」は高女 19 校で、キッツンボールとインドアベー

101 西原茂樹「東京・大阪両都市の新聞社による野球（スポーツ）イベントの展開過程：1910 ～
1925 年を中心に」『立命館産業社会論集』40 巻 3 号、2004 年。

102 『大阪毎日新聞』1923 年 12 月 7-10 日；竹内生「女子野球の興味」『サンデー毎日』2巻 55 号、
1923 年 12 月 23 日。

103 竹内生「女子野球の興味」。朝輝については、白川哲郎「『樟蔭学報』に見る昭和戦前期の樟蔭
学園：樟蔭学園草創期資料のデータベース化とその活用（3）」『大阪樟蔭女子大学論集』43、
2006 年、同「新収集資料に見る大正～昭和初期の樟蔭学園：樟蔭学園草創期資料のデータベー
ス化とその活用（5）」『大阪樟蔭女子大学論集』44、2007 年；廣兼志保、木原成一郎「朝輝記
太留（1878-1938）の米国体育視察と行進遊戯教材の普及に関する研究」『スポーツ教育学研究』
32 巻 1 号、2012 年などがあるが、野球への言及はない。
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スボール以外の運動がみな 1校しかなかったと仮定しても、この両競技をしていた学

校は 12 校にとどまり、軟式野球に大きく水をあけられていたことがわかる 104。

隆盛に向かうかに見えた女子軟式野球だが、1924 年を通じて結局 1回の大会しか開

かれなかった。6月に健母会と中央運動社の主催で開かれた第 1回日本女子オリムピ

ツク大会がそれである。参加したのは和歌山高女と粉河高女の2校であった 105。この大

会で女子野球に対する非難があったことは、「形の上から見て、どうも女子には感心せ

ぬといふ人は、第一に捕手の腰つきがどうだとか、走者のスベリ込がああだとか非難

げにいふ」との証言からうかがうことができる 106。

第 4節　女子野球の「消滅」とその後

1924 年 10 月の『大阪毎日新聞』によると、大阪府学務課は「文部省の調査方針に

従つて」府下の公私立高等女学校における野球実施状況を調査した（前述の学校衛生

課による調査もその一環であろう）。その結果、野球を実施しているのは大手前、市岡、

泉南、信愛、樟蔭の 5校であった。また、野球を実施していない学校でも、インドアベー

スボールは可とするものがあった。学務課主事の皆吉質は個人の意見としてこのよう

に語った。

女子の野球を彼れ此れ云ふものは主として感情的に「よい」とか「悪い」とか云

ふので生理上何等悪影響を及ぼすものではない、若しその運動が過激であると云

ふ理由の下に之を否認するのであれば、バスケツトボールなどは野球以上に激動

を要するものであるがバスケツトボールについて今日何等の批難を聞かないでは

ないか、私は野球の使用器具を女性的に改良し、武装もスカートなどを用ひずパ

ンツを使用するとか適当な方法を講ずれば何等差支へないものと考へてゐる 107。

『和歌山新報』に「女子の野球は罷り成らぬ！」という記事が掲載されたのは、皆吉主

事が女子野球にお墨付きを与えた直後のことであった。「関西方面では女子の野球が

104 文部大臣官房学校衛生課「体育運動団体に関する調査」『学校衛生』6巻 6号、1926 年 6 月。
105 中央運動社編『日本女子オリムピツク年鑑』中央運動社、1924 年。和歌山高女で野球を奨励し
た園部校長はこの直後に退任し、松扉得悟が新校長に就任している。

106 島田繁太郎「女子の野球に就いて」（中央運動社編『日本女子オリムピツク年鑑』所収）。
107 『大阪毎日新聞』1924 年 10 月 8 日。



－193－

女子野球の歴史を再考する　極東・YMCA・ジェンダー

追々盛んのやうだがこれ等は女の女らしきところを失ふものでよろしくない、むしろ

禁ずべきものだと思つてゐる」という文部省普通学務局長関屋龍吉の発言によって女

子野球が禁止の憂き目に遭ったことが、次のように報じられている。

女らしさを失ふといふ理由で女学生の野球禁止の通牒を発せられたが本邦でも女

学生の野球として組織的にチームを設けたのは本県が嚆矢で和歌山高女をはじめ

粉河橋本の各高女には既に立派な野球チームがあり両三年間、優勝争覇戦行はれ

来りその他実科日方はじめ郡部の各高女でも野球チームを設けやうとして練習中

であつたのが今回の通牒で全然禁止されねばならなくなつたので弊害如何は兎も

角として折角和歌山教育界の一名物となつてゐた女子野球が見られなくなること

を遺憾としてゐる向きが多い 108。

この関屋の発言の背後には、明治神宮競技大会をめぐる文部省と内務省の対立がある

と考えられる 109。明治神宮競技大会（1924 年 10 月 30 日～ 11 月 3 日）が終わってまも

なく、『読売新聞』は「女学生の運動競技に腿を出させぬ算段、神宮競技を見ても感心

できぬと文部省から各学校へ通牒」と題する記事を掲載した。この記事は「昔はラケ

ツトをもつてさへお転婆などといはれたものだが近頃の女学生はテニスどころかバツ

トをふり廻して男の学生はだしの猛烈ぶりを示してゐる」と前置きし、女子競技を禁

止しはしないが、その弊害を取り締まるべく各女学校に通牒を出す方針だと報じた 110。

文部省と内務省の主導権争いのなか、男性的と見なされ、また明治神宮競技大会の競

技に採択されていなかった女子野球がスケープゴートとなった可能性は否定できない。

ともかく、これらの「通牒」なるものによって和歌山の女子野球は消滅させられ、

結果的に第 1回日本女子オリムピツク大会が最後の試合となったのである。和歌山に

おける女子野球の消滅について、先行研究では 1926 年に県学務課から野球は女子に不

適切、不妊の恐れありとして、突然中止命令が出されたとか、「大正十五年視学官が更

108 『和歌山新報』1924 年 10 月 26 日。
109 坂上康博『権力装置としてのスポーツ：帝国日本の国家戦略』講談社、1998 年；藤田大誠「神
宮競技問題」の推移と「明治神宮体育大会」の成立」『國學院大學人間開発学研究』6号、2015
年。

110 『読売新聞』1924 年 11 月 11 日。同様の記事は「全国女学生の競技を取締る、運動精神没却の
傾向」『大連新聞』1924 年 11 月 12 日など、他紙にも見られる。人見絹枝は 11 月 13 日付『読
売新聞』で文部省のこの方針に反論している。
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迭されるや、女子には野球は過激である、不妊症に陥るなど障害をもたらすから……

という理由から禁止令が発せられ、中止のやむなきに至った」とか述べている 111。しか

し、1926 年の時点で和歌山に女子野球部はもはや存在していなかったはずである。

事実、すでに 1925 年春の時点で、関西の女子野球は風前の灯火だった。1925 年 3

月の『野球界』の記事は次のように言う。

関西に於て女子の野球が漸次普及されんとして居た、和歌山県に於ける二三女学

校大阪に於て岸和田泉南女学校市岡高等女学校及愛媛県福岡県に於て行はれつゝ

あり発達せんとしつゝあつた折柄訓令によつて女子野球を禁止されて女子の野球

は折角芽を出しつゝある折を摘まれてしまつたのは此上もない残念である。……

多大の希望と興味をもつて期待されてこれに日本女子野球協会が大阪で設立され

て大毎後援の立場にまでならふとして居た今日に全国訓令の禁止に至つたことは

以外であつた 112。

文部省からこのような通牒なり訓令なりが出された形跡はない。実際には、以下の記

事から関屋の言葉に教育関係者が過剰反応したというのが真相らしいことがうかがえ

る。

女子野球は二三年前から関西各地でぼつ＼／行はれつゝあり、昨年は和歌山、大阪、

愛媛等では大分頭をもち上げて社会の注意を引き完全なる発達を遂げんとして居

たが『文部省に関係ある者』が見えて女子に野球が関西では行はれつゝあるが、

之は女子としてはどうだかな……といふ話が一口あつたのが訓令だとか禁止だと

かいふ風に世間に伝へられて、今日では女子には禁物の様になつたのは甚だ残念

である 113。

111 竹内通夫「わが国野球史の一側面」；全日本軟式野球連盟編『軟式野球史』102 頁。いずれも根
拠を示しておらず、検証のしようがない。白銀茂夫、白銀安紀子編『なにわのミニスポーツ史』
（丸善大阪出版サービスセンター、2003 年、135 頁）には昭和 3年 11 月 20 日付大阪朝日新聞
に「大阪府立泉南高女や和歌山県立粉河高女を中心に流行しだした女子の野球は一時女子の競
技会を風靡した観があったが近ごろはすっかりすたれてしまった。これはオーバースローボー
ルを度々投げていると乳腺の発達をいちぢるしく阻害し母性をきづつけるということが判った
のと、バットをふりまわすのはいささか非女性的だというのでやめてしまったのだ」という記
事が掲載されているが、確認できない。日付に誤りがあるか。

112 「全国女子運動会総まくり（1）」『野球界』15 巻 4 号、1925 年 3 月 1 日。
113 樫原雄一「女子野球を審判しての所感」『野球界』15 巻 8 号、1925 年 6 月 1 日。
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この文章は 1925 年 4 月に開催された第 2回日本女子オリムピツク大会で、女子野球が

実施されたことを受けて記されたものである。主催者は女子野球が「禁物の様」になっ

ていたにもかかわらず、あえて大会の競技種目に採用し、「堅い決意のもと此競技を猶

奨励」していた桜井高女の現役と卒業生の 2チームが参加した 114。桜井高女の校長野村

伝四は夏目漱石の門下生で、自由主義教育を推進し、体育運動にも力を入れていた。

同校に野球部が設立されたのは 1924 年、近くの小学生らと練習し、強化合宿もしたと

いう。県内で唯一の女子野球チームだったため、日本女子オリムピツク大会が最初の

公式戦だった 115。しかしながら、翌年の第 3回大会では陸上競技、バスケットボール、

バレーボール、そして新競技としてホッケーが採用されたが、野球の試合は開かれな

かった。陸上競技の野球ボール投げ 2位となった沢辺静枝は前年の大会で桜井高女の

投手を務めた選手であった。同種目 3位に入った河合誠子も桜井高女の選手である 116。

野球の試合に出られない不満を、沢辺は野球ボール投げで晴らしたのだろう。

こうして、1925 年 4 月の第 2回日本女子オリムピツク大会は、主要メディアで報じ

られた最後の女子野球大会となった。先行研究でもそれ以降の大会として挙げられる

のは 1925 年 11 月まで開かれた東海女学生キツツンボール大会のみである。

女子野球が「消滅」した原因（もしくは背景）はいかなるものだったか。竹内通夫は、

和歌山で県学務課が、福岡で県知事が、それぞれ禁止の通達を出したことを挙げ、「新

しきものの勃興には、必ず保守派の反動があるが如きで、大正期の女子スポーツ全般

に新しい動きとそれに対する反対思潮があったことは否定できない……この禁止通達

の社会的背景は、大きな流れとしては、大正から昭和へ向かう時代の保守化と無関係

ではないと思われるが、依然として謎のまま残されている」と述べている。しかし、

これではなぜバスケットボールやバレーボールは禁止されずに野球は禁止されたのか

114 樫原雄一「女子野球を審判しての所感」。
115 60 年記念誌編集委員会編『奈良県立桜井高等女学校・奈良県立桜井高等学校 60 年のあゆみ：
将来の展望：1964』奈良県立桜井高等学校、1964 年、16 頁；奈良県立桜井高等学校創立百周
年記念事業実行委員会編『春秋譜 1904-2004：奈良県立桜井高等学校創立 100 周年記念』奈良
県立桜井高等学校、2005 年、82 頁；「“ 大正球女 ” の優勝旗みつかる」『毎日新聞』奈良版、
1984 年 8 月 4 日。

116 『大阪毎日新聞』1926 年 5 月 17 日。
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という疑問に答えることはできない 117。

庄司節子は、女子野球に対する賛否両論を取り上げたうえで、1925 年 11 月の全国

高等女学校校長会議のさい、「体育ニ関スル調査案」に対して、インドアベースボール、

バスケットボール、スキーが「女子ニハ過激デハナカラウカト思フ」とされ、種目採

択に際しての考慮が促されたこと 118、これを受けて 1926 年 5 月に発布された改正学校

体操教授要目で女子のプレーグランドボールが不適当な種目とされ、「体力並容儀ニ留

意シテ教材ヲ配当」するという方針のもと、野球は「女子が足を開いてバットを振る

など最も女子らしからぬ行為」であるとして女子教材から削除されたとする 119。庄司が

女子野球固有の状況に言及している点は評価できるが、改正学校体操教授要目の影響

力を過大評価している嫌いがある。要目はあくまで体操の授業で扱う内容を定めたも

のであり、課外活動を拘束するものではない。そもそも校長会議の「体育ニ関スル調

査案」では、球技としてローンテニス、バレーボール、バスケットボール、インドアベー

スボール、ピンポンが挙げられていたが、テニスとピンポンも改正学校体操教授要目

で「高等女学校及女子ノ実業学校」の教材には入らなかった。しかし、これをもって

文部省が女子のテニスとピンポンを禁止したことにはならないだろう。さらに、削除

されたといっても、調査案から削除されただけで、改正前の要目にインドアベースボー

ルが記載されていたわけでもない。女子野球はこれまで要目とは無関係に発展してき

たのである。

従来の研究は女子野球の消滅を前提としてその理由を探してきた。しかし、虚心坦

懐に資料を眺めれば、違った解釈も可能になる。第一に指摘しなければならないのは、

文部省がインドアベースボールと野球を明確に区別していたことである。学校衛生課

の「女子の体育運動に関する意見」は、女子に適当なる運動種目として、バスケットボー

ル、インドアベースボール、バレーボールを挙げ、その理由を「走運動多く腕も相当

に使用し興味多く女子に缺乏する共同心を養成するに効あるに依り適す」と説明して

いる。一方、野球は、砲丸投、相撲、蹴球、中長距離走などとともに、女子に不適当

117 竹内通夫「わが国野球史の一側面」。
118 文部省普通学務局編『全国高等女学校会議要録』文部省普通学務局、1926 年、284-286 頁。
119 庄司節子「近代日本における女性スポーツの創造」。田中亮太郎「日本における女子野球に関
する研究」、館慎吾「女子野球の歴史的考察と現状に関する課題研究」も庄司説を踏襲する。
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なる運動に分類されている120。そもそも調査案にインドアベースボールが挙げられてい

たのは、それが女子にふさわしい競技と判断されたからである。全国高等女学校校長

会議の 1か月後に文部省で開かれた各府県体操課指導監督者による体育協議会でも、

「小学校及女子中等学校生徒に行はしむべき競技種目」にインドアベースボールが含ま

れていた 121。最終的に要目の教材から外れたとはいえ、インドアベースボールは当落線

上にあったのであり、積極的に取り組む必要はないと判断されたということはできて

も、禁止されたとみなすべきではない。そのことは、1926 年 8月に刊行された佐々木等、

富田彦二郎『女子テイームゲームス』がプレーグラウンドボールを取り上げ（市立東

京女子体操音楽学校と東京高師附属小学校の生徒がプレーしている写真まで添えられ

ている 122）、1928 年 11 月刊行の小野寺永蔵『小学校の球技指導』がインドアベースボー

ルを男女児童用教材に挙げていることからも明らかである。小野寺は女子のベースボー

ルについてこう述べている。

ベースボール類は、今日に到るまで、仮令簡単なものでも余り女児童には用ひら

れなかつた。是について女児童の興味を感ずることの不足な原因は多々あるが、

その中に一般の女児童は規則に基いて、此のゲームを良くすることが出来ない原

因もあると思はれる。然し男の兄弟を持つて居る女児童は、よくその兄弟と混つ

て此のゲームに興味を感じて相当やつて居るのを見たり、又各地に於て漸次女子

テイームの組織されて来て居るのを見る時は、女子と雖ベースボールをやり得る

ものであることが充分解る 123。

小野寺は文部省の体育研究所嘱託であった。

ただし、（軟式）野球かインドアベースボールかという区別は体育の専門家には明瞭

であったものの、教育関係者や社会一般の人びとにとってどうだったかは別の問題で

ある。文部省の女子（軟式）野球に対する低い評価がインドアベースボールに及んだ

ことは十分考えられる。また、バレーボール、バスケットボール、テニスなどが女子

120 「学校衛生参考資料」『日本学校衛生』13 巻 10 号、1925 年 10 月 15 日。
121 『東京朝日新聞』1925 年 12 月 12 日。
122 佐々木等、富田彦二郎『女子テイームゲームス』山海堂出版部、1926 年。
123 小野寺永蔵『季節並学年別　小学校の球技指導』文修堂書店、1928 年、255-256 頁。内容から
みて執筆時期は 3、4年遡る可能性がある。
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のスポーツとして定着し、ますます人気を集めていたことは、女子野球の存続を難し

くした大きな原因の 1つである。実際には、複数の要因が影響しあった結果、女子野

球が衰退したと考えられる。

ただここで改めて強調しておきたいのは、文部省が女子野球（とりわけインドアベー

スボール）を禁止したのでも、女子野球が消滅したのでもないことである 124。女子野球

が「禁物の様」になっていた 1925 年春以降においても、いくつかの事例を見出すこと

ができる。1925 年 10 月 17 日に広島の甲山高女で開かれた運動会のプログラムには「イ

ンダーベースボール」があった 125。山梨第二高等女学校（のち山梨高等女学校）校長奥

山新治郎は 1922 年 5 月に『報知新聞』が実施した「女に過激な運動を奨励してよいか」

のアンケートで、「フートボール、跳躍、乗馬、野球等凡て生徒の志望する処をやらせ

てよいと思ひます……今当校は仮校舎で設備が不十分でありますが来年新築の上は野

球をも加へようと考へて居ります」と答えていた。その言葉どおり、野球団はできた

ようだが、「文部省あたりの干渉風に虐げられて……幾年かをあだに過ご」した、と述

べており、女子野球は活動停止に追い込まれたらしい。しかし、1925 年に復活し、翌

年にも新チームが編成されている 126。神奈川県立高女では 1924 年 6 月 21 日と 1926 年

11 月 27 日にインドアベースボール大会が開かれている 127。

1932年に文部省が実施した「中等学校ニ於ケル校友会運動部ニ関スル調査」によると、

野球部を設置している女子中等学校は福島県と神奈川県に各 1校ある（外地は調査対

象外）128。後者は横浜第一高女（神奈川県立高女から改称）だろうか。この前後の時期、

124 横井春野は 1931 年に「女子野球の時代来る」（『野球界』21 巻 1 号、1931 年 1 月）と「女子野
球は軟式か硬式か」（『野球界』21 巻 14 号、1931 年 9 月）で女子軟式野球を提唱したが、空振
りに終わった。もし彼がインドアベースボールを勧めていたなら、少しは反応があったかもし
れない。

125 広島県立甲山高等女学校校友会『会誌』2号、1926 年、49 頁。
126 『報知新聞』1922 年 5 月 20 日；鈴木光恵「差出の春に萌え出だ浦若い女子野球団、山梨高女の
ナイン」『野球界』16 巻 9 号、1926 年 7 月。

127 神奈川県立横浜平沼高等学校創立百周年記念行事校内実行委員会編集部編『創立百周年記念誌：
学校百年のあゆみ：学校編』神奈川県立横浜平沼高等学校創立百周年記念行事校内実行委員会、
2000 年、76-77 頁。

128 文部大臣官房体育課編『中等学校ニ於ケル校友会運動部ニ関スル調査』文部大臣官房体育課、
1933 年。
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横浜では女学校卒業生らが「婦人クラブ」を結成し、横浜 YMCAでバレーボールやバ

スケットボールだけでなく、「室内野球」もしていた 129。

戦時中の 1941 年に実施された全国男女中等校体育調べでは、東京の恵泉女学園、長

崎の鶴鳴高女、大連の神明高女で「インドア・ベース」がおこなわれていたことがわ

かる130。恵泉と鶴鳴はいずれも私立の女学校である。後者は1920年代からインドアベー

スボールがおこなわれていたようで、1924年卒の生徒が「ソフトボール」を教えてもらっ

たことをのちに回顧しているほか、1925 年秋の運動会で野球をしている写真が残され

ている 131。

1941 年、長野の上田高女では戦時中特有の事情により野球を始めることになった。

テニスボールが無くなつたので上田高女ではこの頃から野球を始めた皮革製ボー

ルだつて沢山あるワケではないが使ひ古した籠球のボールなど廃品にチヨツト手

を加へると立派なベース用ボールが出来上る放課後になつて興亜の女学生がバツ

トを打ち振り三々五々校庭に寄り集ると忽ち紅白二チームの間に劇しい競合ひが

始まる紫外線を一杯に浴びて “ テニスなんかよりはゲームが複雑で面白い ” と勇

壮活発である 132。

詳細は不明ながら、野球のボールはバスケットボールやバレーボールより小さく、皮

革をあまり使用しないですむということだろう。そのような事情なので、もちろんグ

ローブなどは使っていない。

1925 年以降、女子野球はもっぱら校内でおこなわれるようになったためか、あまり

話題にされることがなくなったのは事実である。しかし、それは女子野球が消滅した

ことを意味するわけではない。地方紙や校友会誌を調査すれば、より多くの事例が発

掘される可能性があるだろう。その一例として次節で満洲を取り上げることにする。

129 服部宏治『日本の都市 YMCAにおけるスポーツの普及と展開』167 頁。
130 『東京朝日新聞』1941 年 2 月 12 日。
131 創立九十周年記念誌編集委員会編『創立九十周年記念誌』鶴鳴学園、1986 年、322 頁；『卒業
記念　大正 15 年 3 月　長崎鶴鳴高等女学校』（長崎県立図書館蔵、ページ番号なし）。長崎
YMCAでインドアベースボールがおこなわれていたことは先述の通りで、鶴鳴高女のインドア
ベースボールも長崎 YMCAとの関係が想定できる。ただ、長崎 YMCAは 1920 年代後半以降活
動が停滞し、1930 年に会館を手放している。

132 『信濃毎日新聞』1941 年 5 月 6 日。



－200－

京都大學文學部研究紀要　第58号

第 4 章　満洲のインドアベースボール

大連の関東庁立高等女学校（以下、神明高女）でインドアベースボールが始まった

のは 1918 年のことである。指導したのは 1916 年 3 月に東京高等師範学校体育専修科

を卒業し、茨城県立商業学校を経て、1918 年 4 月に神明高女に着任した水野谷初美教

諭だった。水野谷にインドアベースボールを教わった岩崎長子によれば、水野谷は同

校で最初の若い男の先生で、「随分熱をあげた方」がいたという 133。また、1921 年の『満

日』の記事には神明高女でインドアベースボールが始まったのは 1920 年春と記されて

いるので 134、1918 年に紹介されたときには長続きしなかったのかもしれない。

水野谷の前後の東京高師卒業生にはインドアベースボールに関わった人物が何人か

いる。1921 年に奉天高女でインドアベースボールを教えていた四角誠一は、1917 年に

東京高師本科地歴部を卒業している135。1916年に本科地歴部を卒業した川口源司は愛知

県立女子師範学校教諭時代にインドアベースボールに取り組み、1918 年 4 月に東京の

入新井小学校長に就任すると、新任地でもこれを奨励した 136。1917年に体育専修科を卒

業した船田哲（日本橋高小訓導）は、1919 年 10 月に健康堂からインドアベースボー

ルのルールブックを刊行している137。このうち最も早くインドアベースボールに接した

のは川口である。川口の影響のもと、同級生の水野谷や 1年後輩の四角、船田らがイ

ンドアベースボールを奨励したのだろう。とするなら、満洲のインドアベースボール

は YMCAやフィリピンがその淵源だったことになる。

1920 年春に再導入されたインドアベースボールは、秋までには「ローンテニスより

遥かに興味を以て迎へられ」るようになった。10 月に開かれた同校の運動会でインド

アベースボールの試合がおこなわれ、女子野球が初めて大連の人々の目に触れた 138。9

期生（1924 年卒）の有賀美智子は「当時インドア・ベースボールというのが大流行で、

133 岩崎長子「格子縞の着物」。
134 『満洲日日新聞』1921 年 5 月 15 日。
135 「第一回奉天座談会（全体）」福田実『満洲奉天日本人史：動乱の大陸に生きた人々』謙光社、
1976 年、313 頁。

136 『読売新聞』1918 年 10 月 6 日。
137 船田哲解説『インドアベースボール』健康堂、1919 年。
138 『満洲日日新聞』1920 年 10 月 7、10 日。
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お弁当をそそくさと食べて運動場に出て練習をした。私のポジションはキャッチャー

だった」139。有賀はその後、日本女子大学を経て、東北大学法学科に入学、日本で最初

の女性法学士となった。インドアベースボールをしたことは、生徒にとっては誇るべ

き思い出だった。12 期生の三田（上田）順子は「女子校で野球をしていたのよ、私達は」

と語って周囲の人を驚かせているし、三田と同期の大槻（千葉）幽香も、水野谷や茂

木定株（東京高等師範体操専修科で水野谷の同期）の指導で「日本内地のどの学校も

まだだったインドアベースボール」をしたと自慢げに話した 140。インドアベースボール

にまつわる回想は 15 期生（1930 年卒）まで見られる。先述したように、神明高女で

は 1940 年代までインドアベースボールがおこなわれていたが、1930 年代以降はバス

ケットボール、バレーボール、テニスについて語られることが多くなる。野球は積極

的に思い出される対象ではなくなったが、細々と続けられてはいたのだろう 141。

神明高女の水野谷教諭は「女子の体育問題」なる文章でインドアベースボールを次

のように紹介している。

我校のベースの実際を知らない人は女学校の野球と聞いて直
すぐ

西公園のそれを連想

して女子にあられもないと思召す方があるかも知れぬが当校で採用してゐるのは

インドア、ベースボールで其の名の示す如く室内で行ふのが本体でベースの間の

距離は短くボールも軟かく大きいから勿論グローブとかミツトなどは使用する必

要は無い、であるから本式の野球に較ぶれば実に幼稚極まるものであるが現在の

女学生の体力からすれば先づ適当な処であらう、いくら女子の運動開放論者の我々

でも生理的心理的に相違ある女子に男子と同様な野球を奨励し様とは毛頭思はぬ、

けれども現在のインドア、ベースボールだけでは十分と云ふ訳には行かぬ、追々

はスポンジボール位を使用して少くとも少年野球位の方法程度にまで進み度いと

思ふ 142。

139 有賀（赤羽）美智子「神明高女時代の思い出」（満洲美会編『合歓の花』所収）。
140 三田（上田）順子「楽しかった時代」（満洲美会編『合歓の花』所収）；大槻（千葉）幽香「す
ばらしい教育」（満洲美会編『合歓の花』所収）。

141 1930 年代の神明高女では全員が放課後のスポーツとして、バレーボール、バスケットボール、
テニスのいずれかをしなければならなかった（藤井（橘）綾子「恵まれた時代」（満洲美会編『合
歓の花』所収））。

142 『満洲日日新聞』1920 年 12 月 5 日。
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水野谷は男子の野球と女子のインドアベースボールを区別し、後者が女子に適したス

ポーツであることを強調しつつも、将来的にはスポンジボール、すなわち軟式野球に

取り組みたいと述べている。この記事から半年後に「男性化を恐るゝ女学生の野球戯、

インドアベースボールは決して憂慮すべき物ではない」と題する記事が見られること

から、大連でも女子野球に対する批判が存在したことが知られる。この記事そのもの

はそうした批判に応えるものだったが、ちょっとしたことからでも世人の誤解と批難

を受けることになるので、女学生に対して充分自重し、野球見物に行っても「余り人

目にたつ様な批評の言葉」を慎むよう忠告している 143。次に掲げる「素晴らしい勢ひで

男化して行く婦人」と題する記事は、女学生の野球と運動に対する批判の例である。

女学生の運動選手などはとりわけその容姿にも似もつかない様な頑丈な太い手足

を持つて居る……いまゝで個人衛生の立場にあつた運動にしてもベースボールや

テニスなどに変化の傾向を示し頭髪も容貌のきつく見える西洋夫人の髪の結方が

流行し服装も軽快なことを喜ぶ様になつて来た……最も大切な婦人の妊娠および

分娩機関の成長を妨げて不妊や流産の原因となり遂には産児率の減少を来すこと

になつてしまう 144。

幸い、満洲ではこのような批判が高まることはなかった。1924 年に南満洲中等教育研

究会が開催した体育関係者による会議では、関東州の各高女が連合して年 1回競技会

を開催してはどうかという提案がなされ、インドアベースボールもその種目の 1つに

挙げられた 145。結局、同年秋に開かれた旅順高女と大連の弥生高女、神明高女による連

合競技会では、テニス、バスケットボール、バレーボールが採用されるにとどまり、

インドアベースボールは採用されなかった 146。

満洲で野球に取り組んだのは神明高女だけではない。1920 年には大連高等小学校の

女生徒が「ゴム硬球」の野球を始めた 147。奉天高女で四角誠一の指導でインドアベース

143 『満洲日日新聞』1921 年 6 月 26 日。
144 『大連新聞』1924 年 1 月 25 日。
145 『大連新聞』1924 年 7 月 13 日。出席者 15 名のうち、旅順高女の伊藤正美は元旅順中学野球部長、
奉天高女の細川儀一はのちに奉天中学野球部長となる人物である。このほか水野谷初美（神明
高女）、東京高師体育専修科で水野谷の 1年後輩の苗村茂（大連弥生高女）らがいた。

146 『大連新聞』1924 年 7 月 30 日；『満洲日日新聞』1924 年 10 月 18 日。
147 『大連新聞』1920 年 6 月 8 日。
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ボールがおこなわれていたことは先述したが、同校の卒業生にまつわる記事を紹介し

ておこう。

今度新しく奉天署の給仕さん頗る美しいので益能率は上る一方だとは結構なこと

だ、なんでも女学校に在学中は水泳、テニス、ベースボールのチヤンピオンで鳴

らした相で、署員から組織されてゐる野球団では同嬢を主将として迎へ片端から

撫切りにする計画もあるとか 148。

このほか、安東高女でインドアベースボール、撫順高女で野球（詳細不明）がおこな

われていたことが確認できる 149。また、鉄嶺では 1923 年から 1925 年まで、小学児童ス

ポンヂ野球リーグ戦に女生徒チームが出場していた150。1931年に満鉄が全社員に対して

実施した運動趣味の調査では、女性社員 881 名のうち、93 名が野球をした経験がある

と答えている。さらに、先述の 1941 年の調査でインドアベースボールをおこなってい

る学校として神明高女が挙がっていたことを考え合わせると、満洲ではある程度の広

がりをもって、女子野球（インドアベースボール）が連綿と続けられていたことがわ

かる 151。

ここでようやく、本稿冒頭に掲げた奉天高女と奉天女子師範の試合の背景とその意

義について語ることが可能となる。極東において女子野球は YMCAのネットワークを

直接あるいは間接的に経由して広まっていった。一方にアメリカとフィリピンから日

本内地を経て大連、奉天と伝わった野球があり、一方にアメリカとフィリピンから上

海を経て奉天に至った野球があった。奉天高女が野球を始めたのは 1921 年、奉天女子

師範が野球を始めたのは 1928 年か 1929 年である。とするなら、両者の試合は、極東

各地を別々の経路でめぐってきた野球が、1929 年に奉天に到達し、つながった瞬間だっ

148 『大連新聞』1926 年 5 月 3 日。
149 『満洲日日新聞』1926 年 10 月 2 日、1927 年 10 月 14 日。
150 『満洲日日新聞』1924 年 8 月 16 日、1925 年 8 月 21、23、30 日。
151 戦後、女子プロ野球の立役者となった小泉吾郎は満洲で興行に携わっていた人物である。小泉
は満洲時代の人脈をフルに活用して、日本女子野球連盟を設立した。連盟発足時の 4チームの
うち、ブルーバード監督の中島謙、ホーマー監督の井上訓平はともに大連実業団の元選手であ
る。このほか満倶の岸一郎がホワイト・リネンの監督、大連実業団の安藤忍が京浜ジャイアン
ツの監督を務めた（桑原稲敏『女たちのプレーボール』）。戦前の教育的な女子野球と戦後の興
行的な女子野球は直接結びつくわけではないが、女子野球を考えるうえで満洲が重要な位置を
占めることは間違いない。
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たということができるだろう。ただし、奉天の日本人と中国人がそれぞれ野球をする

ようになったことが、自動的にこの試合に結びつくわけではない。満洲の日本人と中

国人の間でスポーツの交流が盛んになるのは、1928年秋以降のことである 152。皮肉なこ

とに、国民党への帰順を摸索してした張学良政権と、それを妨害しようとしていた日

本側との緊張の高まりが、奉天高女と奉天女子師範の対戦を可能にしたのである 153。

おわりに―女子野球とジェンダー

ここまで、フィリピン、中国、日本（内地、満洲）における女子野球の普及（と衰退）

の過程を見てきた。最後に、女子野球が各地で異なる展開をしたのはなぜかという問

題に触れておきたい。この問題を考えるさいに となるのがジェンダーである。

そもそもフィリピンでは、女子野球は政府の教育部門が推進したもので、選手たちは、

従来のスペイン＝カトリック的な女性性とは異なる、アメリカ＝プロテスタント的な

新しい女性性のロールモデルの役割を担っていた。したがって、フィリピン人男
・

性の

なかには、このような一方的な押しつけに対する反感も存在したが、公然と反対する

ことはできなかった154。フィリピンでは日本と同じく野球が男性性と強く結びついてい

たが、女性たちが取り組んだのはもっぱらインドアベースボールであり、野球への「越

境」は（少なくとも社会現象としては）見られなかった。

中国では野球そのものが未発達で、男性性との結びつきは弱く、女性が野球をする

ことに対して大きな抵抗はなかったように思われる。女子野球は、女子バレーボール

や女子バスケットボールなどと同じく、中国女性の近代化を象徴するものであった。

インドアベースボールによって女性らしさが損なわれるという議論は（少なくとも主

要メディアでは）ほとんど見られない。

152 拙稿「満洲における日中スポーツ交流（1906-1932）：すれちがう「親善」」『京都大学文学部研
究紀要』57 号、2018 年 3 月。

153 前年五月に済南事件が起きたさい、奉天女子師範学校は東北大学と並んで排日の策源地と報じ
られていた（『大連新聞』1928 年 5 月 29 日）。なお、奉天高女の安藤基平校長は、東京の女子
選手を張学良に招待させる計画を進めていた（『大連新聞』1929 年 6 月 25 日）。

154 拙稿「フィリピンカーニバルから極東オリンピックへ」。抵抗は、プロテスタントへの改宗が
なかか進まないという形で示された。
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日本では、野球と男性性が強く結びついているという点でフィリピンと共通するが、

女子野球が上（政府）からの方針ではなく下（学校）からの実践によって広まった点

でフィリピンと異なる。このことは、女子野球が不安定な基盤のもとで発展し、男性

性と結びつけられる危険性とつねに隣り合わせだったことを意味する155。この不安定さ

ゆえに、強い自己規制が働き、多くの野球部は禁令を待たずして廃部の道を辿った。

軟式野球という独自の野球が開発されると、実際に女子野球が男子野球へと「越境」

することが可能となった。軟式野球は、野球（硬式野球）の少年版（青年男子の間に

も広まったが）であり、女性がプレイすることは想定されていなかった。もし少年た

ちが軟式野球を通じて大人の男へと近づいていくのだとすれば、女性が軟式野球に手

を染めればどうなるだろうか。もちろん、「お転婆」とか「嫁に行けない」というのは、

女子スポーツ全般に当てはまる批判だった 156。しかし、当時の日本で最も人気があり、

かつもっぱら男性性と結びついていた野球の場合、女性の「男性化」に対する懸念はいっ

そう高まったであろう。だからこそ、インドアベースボールやキッツンボールの推進

者は、野球との区別に神経質なまでにこだわったのである。それは用語 1つとっても

わかる。必ず「インドアベースボール」や「キッツンボール」であって、「野球」では

なかった157。滑り込みの禁止もやはり両者の区別を明確化するためのものだったと考え

られる。これに対して、女子軟式野球は「野球」を前面に押し出し、滑り込みはその

魅力の 1つにさえなっていた。そもそも女子スポーツでは、身体接触をできる限り回

避することに努力が払われてきた。バスケットボールがその良い例である 158。野球は身

体接触の少ないスポーツだが、滑り込みはその数少ない例外である。だからこそ女子

のインドアベースボールやキッツンボールでは男性性と結びつくことを恐れて滑り込

みが禁止されたのである。一方、女子軟式野球では、滑り込みはそれがいかに本格的

155 女性にふさわしいとされたバスケットボールやバレーボールにはこの危険性はなかった。逆に
男性がバスケットボールやバレーボールをする場合に、女性性と結びつけられる危険性があっ
た。

156 本稿でたびたび取り上げた服装の問題も、女子野球のみならず、女子スポーツ全般に共通する
問題であった。

157 YMCAでは「室内野球」という言葉も使われていたが、YMCAのそれは主に男性対象であった。
158 野田寿美子、上村絵里衣「スポーツ導入期の日本の女子スポーツに関する史的研究（1）：女子
バスケットボールの受容過程に着目して」『埼玉大学紀要　教育学部』59 巻 1 号、2010 年。
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な野球であるかの指標となった。そればかりではない。軟式野球では実際に女子チー

ムと男子チームの試合さえおこなわれた。和歌山高女は「少年野球のチビッ子選手に」

に負けたが 159、直方高女は少年野球大会に優勝した。

女子スポーツは、「女子はスポーツをすべきでない」との批判を「女性にふさわしい

スポーツをすべきだ」という言説に置き換えることによって正当化されたが、その根

拠となるのは男女の区別であり、そして男の女に対する優位であった 160。直方高女の優

勝は、年齢の違いこそあれ、この根拠を揺るがしかねないものだった。もちろん、直

方高女は極端な事例であったとしても、女子軟式野球は困難（男との同一化）と女性

性（男との差別化）という矛盾する要求に悩まされた。困難への要求は 1920 年代前半

に女子軟式野球が急速に広がる原動力となったが、女子軟式野球は結局女性性への要

求を充たすことに失敗し、「消滅」に追いやられた。一方、インドアベースボールは女

性性への要求をある程度満たしたがゆえに、女子軟式野球「消滅」後も、細々とでは

あるが、存続することができたのである。

1925 年前後に女子軟式野球が「消滅」したのは、女子軟式野球の人気が高まるのと

反比例して、それへの批判が高まった結果であるが、それは日本におけるスポーツと

ジェンダーをめぐるより大きなプロセスの一幕であったともいえる。1920 年代前半は

スポーツの大衆化が始まった時期である。スポーツは女性の間にも広まり、なにが女

性にふさわしいスポーツかが議論され、選択されていった。同じ時期、スポーツは軍

人の間にも広がった。拙著『軍隊とスポーツの近代』で論じたように、デモクラシー

の時代に新しい男性性と女性性が摸索されるなかで、日本の陸軍はスポーツを採用し

た。1920 年代前半を通じて陸軍は自らにふさわしいスポーツを探し求めたが、結局、

1925 年を境に、陸軍からスポーツはほとんど姿を消すことになる 161。1925 年といえば、

普通選挙と学校教練が導入された年である。普通選挙と学校教練は、国民であること

が軍人であることという形で、男性性をネイション化し軍事化した 162。そして、この学

159 柳繁代「冬さん！今日は！」（加藤吉史編『大正の球女：加藤冬の想い出』加藤吉史、1996 年
所収）。

160 谷口雅子『スポーツする身体とジェンダー』青弓社、2007 年。
161 拙著『軍隊とスポーツの近代』青弓社、2015 年。
162 拙稿「軍隊と社会のはざまで」。
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校教練の導入を文部省の側で進めたのが、普通学務局長の関屋龍吉だった 163。女子軟式

野球を「消滅」に追い込んだ当の人物である。この事実は、大正末期の男性性再構築

のプロセスが、女性性再構築のプロセスとも結びついており、女子軟式野球の「消滅」

はそのプロセスの 1つの結果だったということを物語っているのではないだろうか。

【附記】本稿はサントリー文化財団人文科学・社会科学に関する学際的グループ研究助

成（研究課題名「満洲の体育・スポーツに関する学際的研究：基礎的資料の作成と総

合的実証」2016-2017 年度）、科学研究費基盤研究（B）（研究課題名「帝国日本と東ア

ジアスポーツ交流圏の形成」2018-2023 年度）、三菱財団人文科学助成（研究課題名「満

洲国とスポーツ：国際承認と国民統合の戦略」2018 年度）の助成を受けておこなった

研究成果の一部である。

163 関屋が花嫁学校の設立に積極的だったことは興味深い（『東京朝日新聞』1931 年 6 月 18 日、
1932 年 4 月 21 日）。


